
清
代
外
モ
ン
ゴ
ル
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
に
お
け
る
盟
界
画
定
の
経
緯

牧
地
紛
争
に
関
す
る
公
文
書
を
手
掛
か
り
に

朝

魯

孟

格

日

勒

チ

ョ

ウ

ル

モ

ン

グ

リ

ル

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

【
要
約
】

本
稿
で
は
モ
ン
ゴ
ル
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
公
文
書
史
料
を
用
い
て
︑
清
代
外
モ
ン
ゴ
ル
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部

と
が
境
を
接
す
る
盟
界
が
画
定
さ
れ
た
経
緯
を
検
討
し
た
︒

そ
の
結
果
︑
以
下
の
知
見
が
得
ら
れ
た
︒
ま
ず
︑
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
が
︑
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
の
牧
地
獲
得
を
利
し
た
だ
け
に
止
ま
ら
ず
︑
セ
チ

ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
拡
張
ま
で
誘
発
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
︑
そ
し
て
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
に
お
け
る
牧
地
紛
争
の
隠
ぺ
い
工
作
の
結
果
︑
セ
チ
ェ
ン
・

ハ
ン
部
が
乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
の
盟
界
画
定
の
対
象
地
域
か
ら
外
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
次
い
で
︑
西
三
盟
と
同
様
に
︑
乾
隆
五
五
︵
一

七
九
〇
︶
年
に
ラ
ワ
ー
ン
ド
ル
ジ
ら
の
王
公
に
よ
っ
て
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
と
の
盟
界
が
初
め
て
画
定
さ
れ
︑
両
盟
間
の
牧

地
紛
争
は
収
束
し
た
︒
か
く
し
て
︑
清
代
外
モ
ン
ゴ
ル
四
盟
の
盟
界
画
定
事
業
は
概
ね
こ
の
乾
隆
五
五
年
に
終
了
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒

史
林

一
〇
〇
巻
三
号

二
〇
一
七
年
五
月

序

清
朝
支
配
下
の
外
モ
ン
ゴ
ル
は
盟
旗
制
度①
の
下
で
管
理
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
が
行
政
単
位
と
し
て
の
盟
や
旗
の

境
界
画
定
政
策
で
あ
る
︒
康
熙
三
〇
︵
一
六
九
一
︶
年
に
清
朝
へ
帰
属
し
た
外
モ
ン
ゴ
ル
で
は
︑
清
朝
の
対
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
戦
争
に
よ
っ
て
牧

地
の
変
動
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
た
め
︑
当
初
各
盟
や
旗
の
牧
地
に
対
す
る
明
確
な
境
界
画
定
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た②
︒
例
え
ば
︑
乾
隆
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元
︵
一
七
三
六
︶
年
に
乾
隆
帝
は
︑
﹁
何
年
間
か
経
っ
た
後
︑
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
の
事
が
完
全
に
安
定
し
︑
全
く
憂
慮
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
時

期
に
︑
状
況
を
観
察
し
︑
彼
ら
︵
外
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
民
︶
を
元
の
地
へ
移
動
さ
せ
︑
⁝
⁝
﹂
と
定
辺
左
副
将
軍
に
命
令
し
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
の

諸
盟
︑
旗
を
全
体
的
に
オ
ル
ホ
ン
川
の
ウ
グ
イ
湖
以
東
の
地
域
へ
と
大
き
く
移
動
さ
せ
た③
︒

そ
の
後
︑
こ
う
し
た
情
勢
は
乾
隆
二
〇
︵
一
七
五
五
︶
年
の
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
滅
亡
を
機
に
一
変
し
︑
広
範
囲
に
わ
た
る
西
方
へ
の
盟
︑
旗
の

牧
地
移
動
・
拡
大
が
起
こ
っ
た
︒
し
か
し
︑
乾
隆
二
三
︵
一
七
五
八
︶
年
に
定
辺
左
副
将
軍
チ
ェ
ン
グ
ン
ジ
ャ
ブ
の
命
じ
た
牧
地
拡
張
が
西
二

盟
に
止
ま
っ
た
こ
と
︑
翌
乾
隆
二
四
︵
一
七
五
九
︶
年
に
チ
ェ
ン
グ
ン
ジ
ャ
ブ
が
自
ら
盟
長
を
務
め
る
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
の
中
の
多
羅
貝
勒

チ
ス
レ
ン
の
旗
の
旗
民
を
西
隣
り
の
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
の
人
々
が
遊
牧
し
て
い
た
牧
地
へ
移
ら
せ
た
こ
と
︑
更
に
は
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部

が
乾
隆
二
五
︵
一
七
六
〇
︶
年
と
乾
隆
三
七
︵
一
七
七
二
︶
年
に
相
次
い
で
︑
か
つ
て
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
に
譲
渡
し
た
右
翼
左
末
旗
等
三
旗

の
牧
地
を
返
還
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
等
々④
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
︑
こ
の
牧
地
拡
張
は
実
際
の
と
こ
ろ
︑
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
の
み
を
利
す
る
も

の
で
あ
っ
た
︒
そ
の
結
果
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
西
三
盟
で
あ
る
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
︑
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
を
中
心
に
︑

牧
地
を
巡
る
激
し
い
対
立
や
紛
争
が
頻
繁
に
起
こ
り
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
地
域
は
混
乱
に
陥
っ
た
︒
こ
れ
ら
の
牧
地
紛
争
を
収
束
さ
せ
る
た
め
に
︑

乾
隆
帝
は
︑
牧
地
の
境
界
を
画
定
し
︑
地
図
を
作
成
し
て
提
出
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
兵
部
侍
郎
ベ
チ
ン
ゲ
の
提
案
を
受
け
入
れ
て
︑
牧
地
境

界
画
定
の
命
令
を
下
し
︑
欽
差
大
臣
バ
ト
ら
が
乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
に
西
三
盟
の
盟
界
を
画
定
し
て
︑
境
界
の
オ
ボ
ー⑤
を
設
置
し
た⑥
︒

こ
れ
を
皮
切
り
に
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
盟
や
旗
の
境
界
画
定
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
︒

従
来
の
研
究
と
し
て
︑
岡
洋
樹
氏⑦
は
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
の
西
三
盟
の
盟
界
や
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
諸
旗
の
牧
地
境
界
が
一
七
世
紀
末
の
清
朝

へ
の
服
属
直
後
に
で
は
な
く
︑
実
に
一
世
紀
を
経
た
後
の
乾
隆
四
六
年
に
な
っ
て
初
め
て
画
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
︒

Г
эр
эл
б
ад
р
ах

氏⑧
は
︑
同
様
に
外
モ
ン
ゴ
ル
西
三
盟
の
盟
界
画
定
問
題
に
触
れ
て
お
り
︑
石
積
み
の
オ
ボ
ー
を
境
界
と
し
て
建
て
︑
新
た
な
境

界
地
域
を
書
き
込
ん
だ
木
を
オ
ボ
ー
に
差
し
込
ん
だ
と
論
じ
て
い
る
︒
朝
魯
孟
格
日
勒⑨
は
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
中
部
二
盟
の
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
と

ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
や
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
内
の
諸
旗
に
焦
点
を
あ
て
て
︑
牧
地
紛
争
の
発
生
や
処
理
過
程
と
い
っ
た
詳
細
な
実
態
を
考
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察
し
た
結
果
︑
従
来
の
研
究
で
強
調
さ
れ
て
き
た
乾
隆
四
六
年
の
盟
界
画
定
作
業
は
初
期
段
階
に
お
け
る
牧
地
境
界
の
大
ま
か
な
画
定
に
過
ぎ

ず
︑
嘉
慶
一
〇
︵
一
八
〇
五
︶
年
の
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
諸
旗
の
境
界
画
定
も
完
全
に
施
行
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
︒

し
か
し
︑
如
上
の
研
究
は
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
東
部
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
︑
と
り
わ
け
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
と
の
間
の

盟
界
画
定
過
程
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
︒
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
盟
界
画
定
の
時
期
や
状
況
等
を
解
明
す
る
こ
と
は
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
に
お

け
る
盟
︑
旗
の
牧
地
境
界
画
定
事
業
の
実
状
を
検
討
す
る
上
で
︑
必
要
不
可
欠
の
作
業
と
な
る
︒

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
︑
上
記
の
よ
う
な
先
行
研
究
と
そ
の
内
包
す
る
問
題
点
に
鑑
み
︑
モ
ン
ゴ
ル
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
公
文
書
史

料⑩
に
基
づ
い
て
︑
ま
ず
乾
隆
三
七
︵
一
七
七
二
︶
年
の
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
当
時
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
状
況
を
俯
瞰
し
た
上
で
︑

セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
が
乾
隆
四
六
年
の
盟
界
画
定
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
理
由
を
考
察
す
る
︒
次
い
で
︑
西
三
盟
の
盟
界
画
定
状
況
と
比
較

検
討
し
な
が
ら
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
が
接
す
る
盟
界
の
画
定
経
緯
を
検
証
す
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
四

盟
の
盟
界
画
定
事
業
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
清
朝
の
外
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
統
制
強
化
策
を
よ
り
広
い
視
点
か
ら
再
評
価
で
き

る
は
ず
で
あ
る
︒
同
時
に
︑
本
来
境
界
の
明
確
で
な
か
っ
た
清
代
外
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
民
社
会
に
︑
新
た
に
牧
地
境
界
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
の

持
つ
歴
史
的
意
義
を
検
討
で
き
る
で
あ
ろ
う
︒

①

旗
と
は
︑
モ
ン
ゴ
ル
語
で
﹁
ジ
ャ
サ
グ
︵ǰa

sa
γ

︶
﹂
と
呼
ば
れ
る
旗
長
が
管
轄

す
る
基
本
的
な
行
政
単
位
で
あ
る
︒
旗
に
は
︑
旗
長
を
は
じ
め
︑
協
理
台
吉
︑
管

旗
章
京
︑
梅
倫
章
京
︵
副
章
京
︶
等
の
官
職
が
設
置
さ
れ
︑
旗
の
行
政
府
で
あ
る

印
務
処
を
構
成
し
た
︒
ま
た
︑
盟
と
は
︑
複
数
の
旗
よ
り
構
成
さ
れ
た
よ
り
大
き

な
行
政
単
位
で
あ
り
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
の
各
盟
に
は
︑
盟
長
︑
副
盟
長
︑
副
将
軍
と

参
贊
等
の
官
職
が
置
か
れ
た
︒
更
に
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
で
は
旧
来
の
組
織
で
あ
る
部

が
そ
の
ま
ま
盟
と
な
っ
た
た
め
︑
結
果
的
に
部
と
盟
が
同
一
の
行
政
単
位
と
な
っ

た
︒
矢
野
仁
一
﹃
近
代
蒙
古
史
研
究
﹄
弘
文
堂
書
房
︑
一
九
二
五
年
︑
岡
洋
樹

﹃
清
代
モ
ン
ゴ
ル
盟
旗
制
度
の
研
究
﹄
東
方
書
店
︑
二
〇
〇
七
年
等
参
照
︒
な
お
︑

諸
盟
や
旗
の
具
体
的
な
分
布
状
況
は
︑
稿
末
掲
載
の
地
図
�
を
参
照
︒

②

岡
洋
樹
﹁
ハ
ル
ハ
・
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
清
朝
の
盟
旗
制
支
配
の
成
立
過
程

牧
地
の
問
題
を
中
心
と
し
て

﹂
﹃
史
学
雑
誌
﹄
九
七
︵
二
︶：
一

三
二
︑
一
九

八
八
年
︑
八
頁
参
照
︒

③
Ф
.
M
-1
0
,
Д
.
2
,
X
H
.
3
,
H
.
2
.

乾
隆
元
︵
一
七
三
六
︶
年
九
月
二
九
日
付
ハ

ル
ハ
中
軍
を
管
理
す
る
副
将
軍
の
印
務
を
暫
時
代
理
し
た
旗
長
固
山
貝
子
ア
ノ
リ

か
ら
の
ハ
ル
ハ
左
翼
軍
を
管
理
す
る
副
将
軍
和
碩
親
王
チ
ェ
ン
グ
ン
ジ
ャ
ブ
宛
咨

文
︒
こ
の
文
書
番
号
は
︑
後
述
す
る
モ
ン
ゴ
ル
国
立
中
央
文
書
館
の
所
蔵
番
号
で

あ
る
︒
本
稿
で
は
以
下
︑
文
書
番
号
と
そ
の
年
月
日
︑
作
成
者
︑
宛
先
と
を
繫
げ

清代外モンゴルのセチェン・ハン部における盟界画定の経緯（朝魯孟格日勒）
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て
︑
出
典
史
料
を
示
す
こ
と
と
す
る
︒

④
Ф
.
M
-9
,
Д
.
2
,
X
H
.
1
9
a,
X
T
.
1
2
a-3

7
b
.

乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
正
月
一

九
日
付
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
︑
副
盟
長
か
ら
の
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
盟
長
︑

副
盟
長
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
固
山
貝
子
デ
チ
ン
ラ
ム
ピ
ル
宛
咨
文
︒

⑤

境
界
の
地
に
は
︑
隣
接
す
る
各
旗
が
そ
れ
ぞ
れ
一
基
の
オ
ボ
ー
を
建
て
る
の
が

基
本
的
で
あ
り
︑
例
え
ば
︑
二
旗
の
境
界
で
あ
る
場
合
は
︑
一
対
の
オ
ボ
ー
が
建

て
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
六
個
の
石
で
一
つ
の
オ
ボ
ー
を
建
て
て
い
た
と
い
う
こ
と
は

当
時
の
公
文
書
よ
り
把
握
で
き
る
が
︑
こ
れ
に
関
す
る
詳
細
な
内
容
は
稿
を
改
め

て
論
じ
た
い
︒

⑥

岡
氏
の
前
掲
注
②
論
文
参
照
︒
ま
た
︑
こ
の
よ
う
に
︑
実
際
に
現
地
に
行
っ
て

西
三
盟
の
盟
界
を
画
定
し
︑
オ
ボ
ー
を
設
置
し
た
の
が
バ
ト
で
あ
る
た
め
︑
以
下

﹁
バ
ト
ら
に
よ
る
盟
界
画
定
︑
バ
ト
ら
に
よ
る
牧
地
境
界
画
定
や
バ
ト
ら
に
よ
る

西
三
盟
の
境
界
画
定
﹂
と
表
記
す
る
︒

⑦

岡
氏
の
前
掲
注
②
論
文
︒

⑧

Г
эр
эл
б
ад
р
ах
,
Ж
.

М
о
н
го

лы
н

н
ут

а
г

д
эвсгэр

хи
л

хя
зга

а
р
ы

н
т

ү
ү
х

(М
Э

Ө
III-X

IX
зуун

),
У
л
аан

б
аатар

,
2
0
0
6
,
p
.
1
3
7
.

⑨

拙
稿
﹁
清
代
外
モ
ン
ゴ
ル
の
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
内
に
お
け
る
牧
地
紛
争
処

理

嘉
慶
一
〇
︵
一
八
〇
五
︶
年
か
ら
同
治
五
︵
一
八
六
六
︶
年
に
お
け
る
ト
シ

ェ
ー
ト
・
ハ
ン
旗
と
左
翼
後
旗
と
の
境
界
画
定
の
経
緯

︵
上
・
下
︶
﹂
﹃
日
本
モ

ン
ゴ
ル
学
会
紀
要
﹄
四
四
：
一
九

三
七
︑
四
五
：
三
九

五
三
︑
二
〇
一
四

二
〇
一
五
年
︒
同
﹁
清
代
外
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
︑
サ
イ

ン
・
ノ
ヤ
ン
部
間
の
牧
地
紛
争
処
理

乾
隆
四
一
︵
一
七
七
六
︶
年
か
ら
道
光
二

七
︵
一
八
四
七
︶
年
に
か
け
て
の
境
界
画
定
の
経
緯

﹂
﹃
東
北
ア
ジ
ア
研
究
﹄

一
九
：
二
七

五
八
︑
二
〇
一
五
年
︒

⑩

一
九
二
一
年
以
降
モ
ン
ゴ
ル
各
地
に
分
散
す
る
歴
史
史
料
等
が
当
時
の
人
民
政

府
に
よ
っ
て
中
央
へ
集
中
・
保
管
さ
れ
始
め
︑
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
た
当
該
文
書

館
を
は
じ
め
と
す
る
諸
機
関
に
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
当
該
文
書
館
に
お

け
る
歴
史
史
料
は
︑
一
九
九
一

一
九
九
二
年
の
民
主
化
に
伴
っ
て
外
国
人
に
も

自
由
に
公
開
さ
れ
始
め
た
た
め
︑
公
文
書
史
料
の
活
用
が
よ
り
期
待
さ
れ
つ
つ
あ

る
︒
本
稿
で
使
用
し
た
公
文
書
史
料
は
︑
乾
隆
年
間
︵
一
七
三
六

一
七
九
五

年
︶
か
ら
同
治
年
間
︵
一
八
六
二

一
八
七
四
年
︶
に
か
け
て
︑
主
に
盟
間
や
盟

と
旗
と
の
間
︑
旗
間
︑
及
び
盟
と
理
藩
院
や
定
辺
左
副
将
軍
︑
庫
倫
辦
事
大
臣

等
々
と
の
間
で
︑
実
際
に
や
り
取
り
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
文
の
公
文
書
で
あ
り
︑
筆

者
自
ら
が
当
該
文
書
館
で
調
査
し
て
発
見
し
た
新
出
史
料
で
あ
る
︒

第
一
章

乾
隆
三
七
︵
一
七
七
二
︶
年
の
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
に
お
け
る
牧
地
画
定

そ
も
そ
も
乾
隆
三
七
年
の
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
と
は
︑
前
述
の
牧
地
拡
張
に
伴
っ
て
外
モ
ン
ゴ
ル
で
広
が
っ
た
牧
地
紛
争
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
︑
定
辺
左
副
将
軍
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
と
四
盟
盟
長
ら
の
参
加
の
も
と
で
開
催
さ
れ
た
会
議
で
あ
る
︒
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
︑

本
会
議
が
か
え
っ
て
牧
地
拡
張
を
再
び
引
き
起
こ
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る①
も
の
の
︑
会
議
の
内
情
等
の
詳
細
な
状
況
は
未
だ
不
明
で
あ
る
︒

そ
こ
で
︑
本
章
で
は
本
会
盟
に
対
す
る
再
考
を
行
い
つ
つ
︑
そ
の
会
議
で
画
定
さ
れ
た
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
状
況
等
を
検
討
し
た
い
︒

本
会
盟
の
発
端
は
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
に
よ
る
牧
地
問
題
の
告
発
で
あ
っ
た
︒
乾
隆
三
六
︵
一
七
七
一
︶
年
に
︑
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
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盟
長
︑
副
盟
長
は
︑
﹁
⁝
⁝
現
在
︑
︵
我
が
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
は
︶
︵
ト
ル
ゴ
ー
ド
の
︶
ス
レ
ン
王②
に
幾
つ
か
の
旗
の
牧
地
の
半
分
を
与
え

た
後
︑
ど
う
し
て
も
︵
旗
民
が
放
牧
す
る
︶
広
さ
が
確
保
で
き
な
い
︑
⁝
⁝
東
の
二
盟
︵
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
︶
が

こ
ち
ら
へ
拡
張
し
て
我
ら
が
失
っ
た
牧
地
範
囲
を
考
慮
し
︑
徐
々
に
︵
牧
地
を
我
が
盟
へ
︶
割
譲
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
思
う
︒
⁝
⁝③
﹂
と

定
辺
左
副
将
軍
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
ら
に
訴
え
始
め
︑
当
該
盟
の
牧
地
を
巡
る
問
題
が
表
面
化
し
た
︒
こ
れ
を
契
機
に
し
て
︑
定
辺
左
副
将
軍

チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
が
︑
﹁
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
︑
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン④
の
四
盟
が
協
議
し
︑
諸
旗

長
︵
の
旗
︶
が
更
に
東
北
へ
移
動
し
て
︑
二
ソ
ム⑤
程
度
の
牧
地
を
︵
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
に
︶
譲
っ
て
は
ど
う
か⑥
﹂
と
四
人
の
盟
長
ら
に
提

案
し
︑
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

と
こ
ろ
が
︑
乾
隆
帝
は
︑
庫
倫
辦
事
大
臣
サ
ン
ザ
イ
ド
ル
ジ
の
上
奏⑦
に
基
づ
い
て
︑
下
記
の
命
令
を
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
に
下
し
て
い
る
︒

以
前
︑
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
︵
部
︶
の
牧
地
が
西
部
へ
拡
が
っ
た
際
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
︑
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
の
三
盟
の
平
民
が

同
様
に
西
北
へ
︵
牧
地
を
︶
各
々
広
げ
た
の
で
あ
れ
ば
︑
現
在
彼
ら
︵
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
︶
の
旧
地
を
返
す
た
め
︑
直
ち
に
か
つ
て
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ

ャ
ブ
が
上
奏
し
た
通
り
に
処
理
し
よ
う
︒
仮
に
︑
以
前
に
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
︵
部
︶
の
牧
地
を
拡
げ
た
際
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
ら
の
三
盟
が
︵
牧
地

を
︶
一
切
西
北
へ
広
げ
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
︑
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
︵
部
︶
の
平
民
に
︵
牧
地
を
新
た
に
︶
与
え
て
は
い
け
な
い
た
め
︑
直
ち
に
チ
ェ

ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
ら
が
上
奏
し
た
通
り
に
処
置
す
る
こ
と
は
認
め
な
い⑧
︒

こ
の
命
令
に
よ
っ
て
︑
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
に
よ
る
そ
れ
ま
で
の
牧
地
問
題
対
策
は
急
転
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
︒
結
果
的
に
︑
西
方
へ
の

牧
地
拡
大
が
な
か
っ
た
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
は
そ
の
ま
ま
変
動
せ
ず
︑
残
り
の
三
盟
が
牧
地
を
相
互
に
返
還
し
て
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
の
牧

地
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た⑨
︒
つ
ま
り
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
は
そ
れ
ま
で
に
西
部
へ
の
牧
地
拡
張
が
な
か
っ
た
ゆ
え
︑
当
時
外
モ
ン

ゴ
ル
地
域
で
緊
迫
化
し
て
い
た
牧
地
紛
争
に
直
接
巻
き
込
ま
れ
ず
︑
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
で
も
大
き
く
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
考

清代外モンゴルのセチェン・ハン部における盟界画定の経緯（朝魯孟格日勒）
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え
ら
れ
る
︒
こ
う
し
て
西
三
盟
間
に
お
け
る
牧
地
調
整
を
主
な
目
的
と
し
て
︑
四
盟
間
の
牧
地
境
界
が
画
定
さ
れ
た
︒
西
三
盟
の
内
︑
サ
イ

ン
・
ノ
ヤ
ン
部
は
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
か
ら
牧
地
を
譲
り
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
︑
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
に
譲
渡
す
べ
き
範
囲
の
牧
地
を

譲
ら
な
か
っ
た⑩
た
め
︑
当
該
会
盟
は
︑
結
局
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
を
利
す
る
だ
け
の
牧
地
調
整
と
な
り
︑
当
然
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
の
牧
地

問
題
収
束
に
は
至
ら
な
か
っ
た
︒

同
時
に
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
と
が
接
す
る
境
界
地
域
も
決
定
さ
れ
︑
稿
末
の
地
図
�
上
の
小
さ
な
楕
円
で
囲
ん

だ
北
西
の
ヘ
ン
テ
ィ
ー
﹇k

en
g
tei

﹈
山
か
ら
南
へ
︑
チ
ェ
チ
ェ
グ
ト
・
ノ
ゴ
﹇čečeg

tü
n
u
γu

﹈
︑
サ
ン
ギ
ー
ン
・
ダ
ラ
イ
﹇san

g
-u
n
d
alai

﹈
︑

イ
ヘ
・
ガ
ジ
ャ
ル
﹇y

ek
e
γaǰar

﹈
の
ア
チ
ト
・
オ
ラ
ー
ン
﹇ačitu

u
laγan

﹈
︑
ア
ボ
ル
ゴ
﹇ab

u
rγu

﹈
ま
で
と
な
っ
た⑪
︒
こ
れ
を
乾
隆
二
︵
一
七

三
七
︶
年
時
点
の
境
界
地
域⑫
と
比
較
し
て
み
る
と
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
西
境
が
よ
り
具
体
的
な
地
名
で
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
等
︑
次

第
に
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
上
︑
位
置
的
に
も
や
や
西
へ
移
さ
れ
た
︒
乾
隆
三
七
︵
一
七
七
二
︶
年
の
画
定
地
域
が
乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶

年
の
西
三
盟
間
に
お
け
る
オ
ボ
ー
設
置
の
基
準
に
な
っ
た⑬
の
と
同
様
に
︑
今
回
の
境
界
地
域
も
そ
の
後
の
両
盟
間
の
画
定
地
域
の
土
台
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
し
て
︑
乾
隆
三
八
︵
一
七
七
三
︶
年
に
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
の
左
翼
中
旗
は
︑
﹁
わ
が
旗
の
︵
オ
ラ
ー
ン
︶
ジ
ャ
ル
チ

ャ
イ
﹇ǰalčai

﹈
︵
と
い
う
地
域
︶
を
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
諸
旗
の
西
部
境
界
地
域
と
し
て
檔
子
に
書
き
︑
⁝
⁝⑭
﹂
と
い
っ
た
不
服
を
同
部
盟
長

ら
に
申
し
立
て
て
い
る
︒
確
か
に
︑
乾
隆
三
七
年
に
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
境
界
を
画
定
し
た
四
至
の
地
名
に
関
す
る
檔
子
と
い
う
文
書

中
に
︑
﹁
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
の
⁝
⁝
南
西
側
は
⁝
⁝
︵
オ
ラ
ー
ン
︶
ジ
ャ
ル
チ
ャ
イ
︑
ア
ボ
ル
ゴ
等
の
地
で
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部

の
︵
多
羅
郡
︶
王
チ
バ
グ
ジ
ャ
ブ
の
︵
左
翼
中
︶
旗
と
境
界
を
接
す
る⑮
﹂
と
明
記
さ
れ
て
お
り
︑
左
翼
中
旗
の
牧
地
が
こ
の
乾
隆
三
七
年
に
セ

チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒
こ
う
し
て
︑
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
に
お
け
る
牧
地
決
定
に
付
随
し
た

両
盟
間
の
牧
地
紛
争
は
︑
そ
の
後
の
紛
争
協
議
の
過
程
で
よ
り
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
と
な
る
︒
た
だ
︑
こ
の
時
点
に
お
い
て
こ
の
問
題
は
深
く

追
及
さ
れ
ず
︑
結
局
双
方
が
境
界
地
域
で
従
来
通
り
に
仲
良
く
共
に
遊
牧
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た⑯
︒
要
す
る
に
︑
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟

は
︑
結
果
的
に
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
拡
張
を
引
き
起
こ
し
︑
こ
れ
が
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
に
お
け
る
そ
の
後
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の
牧
地
紛
争
の
原
因
と
な
っ
た
︒
そ
れ
ま
で
西
三
盟
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
牧
地
拡
張
が
︑
今
度
は
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
に
も
波
及
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

①

岡
氏
の
前
掲
序
注
②
の
論
文
一
八
頁
参
照
︒

②

ト
ル
ゴ
ー
ド
の
台
吉
オ
ン
ハ
ン
の
第
一
二
代
目
の
孫
で
あ
り
︑
乾
隆
三
六
︵
一

七
七
一
︶
年
に
清
朝
に
帰
属
し
た
ト
ル
ゴ
ー
ド
一
二
旗
の
う
ち
の
一
旗
の
旗
長
︑

多
羅
郡
王
に
封
じ
ら
れ
た
︒B

o
rǰig

in
M
ö
n
g
g
ü
n
d
alai,

ǰa
rliγ-iya

r
to

γta
γa

γsa
n

γa
d
a
γa

d
u

m
o
n
g
γo

l
q
o
to

n
g

a
yim

a
γ-u

n
w

a
n
g

g
ü
n
g
-ü

d
-ü

n
iled

kel
ša

stir

(d
eg

ed
ü

•
d
u
m

d
a
d
u

•
d
o
o
ra

d
u
),

ö
b
ö
r
m
o
n
g
γo
l-u

n
arad

-u
n
k
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lel-ü

n
q
o
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2
0
0
6
,
p
p
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2
2
0
-2
2
5
.

③

Ф
.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
4
5
,
H
.
9
.

乾
隆
三
七
︵
一
七
七
二
︶
年
九
月
一
三
日
付

四
盟
の
事
務
を
引
き
受
け
て
処
理
す
る
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
和
碩
親
王
チ

バ
グ
ラ
ム
ピ
ル
か
ら
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
︑
参
贊
大

臣
副
将
軍
多
羅
郡
王
デ
ム
チ
ョ
グ
宛
咨
文
︒

④

ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
が
牧
地
を
東
北
へ
移
動
さ
せ
る
際
に
は
︑
東
隣
の
セ
チ

ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
が
関
わ
っ
て
く
る
た
め
︑
協
議
に
は
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部

も
参
与
し
て
い
る
︒

⑤

旗
の
下
の
行
政
単
位
で
あ
る
︒
ソ
ム
は
︑
満
洲
の
八
旗
制
度
の
ニ
ル
を
真
似
て

創
設
さ
れ
︑
原
則
と
し
て
一
八
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の
男
子
た
る
箭
丁
一
五
〇
名

よ
り
編
成
さ
れ
て
い
た
︒

⑥

前
掲
注
③
に
同
じ
︒

⑦

サ
ン
ザ
イ
ド
ル
ジ
が
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
の
論
議
に
つ
い
て
乾
隆
帝
に
報
告

し
︑
こ
れ
が
外
モ
ン
ゴ
ル
の
牧
地
問
題
に
対
す
る
乾
隆
帝
の
態
度
に
影
響
を
与
え

る
に
至
っ
た
︵
岡
氏
の
前
掲
序
注
②
論
文
参
照
︶
︒

⑧

Ф
.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
4
5
,
H
.
1
0
.

乾
隆
三
七
年
一
二
月
六
日
付
定
辺
左
副
将

軍
多
羅
郡
王
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
か
ら
の
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
に
行
っ
た
四
盟

盟
長
︑
副
将
軍
宛
箚
文
︒

⑨

同
上
︒

⑩

前
掲
序
注
④
に
同
じ
︒

⑪

Ф
.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
4
5
,
H
.
5
.

乾
隆
三
七
年
一
二
月
一
七
日
付
乾
隆
三
七
年

に
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
で
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
の
西
境
を
画
定
・
報
告

し
た
檔
冊
︒Ф

.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
4
5
,
H
.
6
.

乾
隆
三
七
年
一
二
月
一
八
日
付
ト

シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
の
牧
地
の
東
西
境
を
画
定
し
た
檔
子
︒

⑫

乾
隆
二
︵
一
七
三
七
︶
年
に
決
定
さ
れ
た
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
は
︑
南

側
が
チ
ョ
ヒ
ヤ
﹇čo

k
iy
-a

﹈
︑
西
側
が
ビ
チ
グ
ト
﹇b

ičig
tü

﹈
︑
ハ
ラ
ト
﹇q

aratu

﹈

︵
以
上
二
ヶ
所
は
地
図
�
上
に
小
さ
な
楕
円
で
示
す
︶
︑
北
側
が
オ
ノ
ン
﹇o

n
o
n

﹈

河
︑
東
側
が
ソ
ジ
ョ
ホ
イ
﹇su

ǰu
q
u
i

﹈
で
あ
っ
た
︵Ф

.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
5
4
,

H
.
2
6
.

乾
隆
四
五
︵
一
七
八
〇
︶
年
七
月
一
一
日
付
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地

の
檔
子
︶
︒

⑬

前
掲
序
注
⑨
中
の
拙
稿
二
〇
一
五
︒

⑭

Ф
.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
4
6
,
H
.
6
.

乾
隆
三
八
︵
一
七
七
三
︶
年
正
月
二
日
付
乾

清
門
行
走
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
の
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
か

ら
の
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
と
境
界
を
接
し
た
同
部
諸
旗
旗
長
宛
箚
文
︒

⑮

Ф
.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
4
5
,
H
.
4
.

本
文
書
は
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
自
ら
が
乾

隆
三
七
年
画
定
の
当
該
盟
の
八
方
の
地
を
同
年
一
二
月
一
七
日
に
記
録
し
た
檔
子

で
あ
る
︒

⑯

前
掲
注
⑭
に
同
じ
︒

清代外モンゴルのセチェン・ハン部における盟界画定の経緯（朝魯孟格日勒）
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第
二
章

セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
が
乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
の
盟
界
画
定
の
対
象
外
と
な
っ
た
理
由

シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
の
影
響
を
受
け
て
︑
既
存
の
牧
地
争
い
は
よ
り
深
刻
化
・
複
雑
化
し
た
︒
乾
隆
四
一
︵
一
七
七
六
︶
年
六
月
に
ト
シ

ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
︑
副
盟
長
が
︑
﹁
⁝
⁝
わ
が
盟
か
ら
西
部
の
盟
に
譲
与
し
た
牧
地
を
返
却
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒
あ
る
い
は
︑
セ
チ
ェ

ン
・
ハ
ン
部
が
昔
よ
り
牧
地
拡
大
の
際
︑
︵
牧
地
を
︶
拡
張
し
な
か
っ
た
た
め
︑
︵
拡
張
し
な
く
て
す
む
ぐ
ら
い
余
裕
が
あ
る
の
な
ら
︶
彼
ら
の

牧
地
を
少
し
分
け
て
わ
が
盟
の
牧
地
を
失
っ
た
い
く
つ
か
の
旗
長
ら
に
︵
そ
の
︶
牧
地
を
与
え
て
ほ
し
い①
︒
﹂
と
定
辺
左
副
将
軍
ら
に
請
う
て

お
り
︑
再
度
の
牧
地
調
整
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
︒
当
時
︑
前
述
し
た
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
の
牧
地
問
題
に
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
の
牧

地
問
題
が
加
わ
り
︑
先
鋭
化
し
つ
つ
あ
っ
た
牧
地
紛
争
へ
の
取
り
組
み
は
緊
急
性
を
増
す
一
方
で
あ
っ
た
︒
こ
う
し
た
外
モ
ン
ゴ
ル
を
取
り
巻

く
牧
地
問
題
の
混
乱
は
清
朝
皇
帝
に
と
っ
て
も
決
し
て
看
過
で
き
ぬ
出
来
事
で
あ
っ
た
た
め
︑
兵
部
侍
郎
ベ
チ
ン
ゲ
が
そ
の
実
態
調
査
に
派
遣

さ
れ
︑
彼
は
牧
地
境
界
の
画
定
に
よ
っ
て
紛
争
収
束
を
図
ろ
う
と
し
た②
︒

こ
う
し
て
︑
清
朝
政
府
に
よ
る
各
盟
間
の
牧
地
問
題
へ
の
調
査
が
遂
行
さ
れ
た
際
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
チ
ェ
デ
ン
ド
ル
ジ
は
︑

﹁
わ
れ
わ
れ
の
二
人
の
副
盟
長
ら
が
牧
地
を
争
っ
た
一
件
は
あ
る
も
の
の
︑
︵
そ
れ
を
︶
こ
の
︵
ベ
チ
ン
ゲ
に
よ
る
︶
調
査
に
入
れ
て
報
じ
る

べ
き
で
は
な
い
﹂
と
い
う
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
の
提
案
を
受
け
入
れ
て
い
る③
︒
つ
ま
り
︑
前
述
の
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル

会
盟
で
浮
上
し
た
両
盟
間
の
牧
地
衝
突
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
結
局
理
藩
院
に
は
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
︒
そ
し
て
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部

盟
長
の
提
案
を
受
け
入
れ
て
報
告
し
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
︑
﹁
理
藩
院
に
報
じ
る
な
ら
︑
我
々
は
処
罰
を
受
け
︑
同
様
な
問
題
を
引
き
起

こ
す
に
至
る
こ
と
︑
︵
我
々
︶
兄
弟
ら
が
顔
を
赤
く
し
て
あ
れ
こ
れ
と
言
い
争
う
こ
と
︵
の
愚
か
し
さ
︶
を
弟
殿
︵
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長

チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
︶
は
理
解
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る④
﹂
と
い
っ
た
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
の
思
惑
が
示
さ
れ
︑
彼
ら
が
当
時
牧
地
問
題

で
免
職
に
な
っ
た
定
辺
左
副
将
軍
ら
の
事
例⑤
を
警
戒
し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
︒
こ
う
し
て
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
は
西
三
盟
と
は
一
線

を
画
し
︑
今
回
の
牧
地
紛
争
の
調
査
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
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そ
こ
で
︑
兵
部
侍
郎
ベ
チ
ン
ゲ
︑
欽
差
大
臣
バ
ト
は
︑
﹁
今
回
の
牧
地
分
配
に
際
し
て
は
︑
四
盟
に
︵
牧
地
を
︶
均
等
に
与
え
る
べ
き
で
あ

り
ま
す
︒
た
だ
︑
唯
一
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
は
昔
か
ら
彼
ら
の
牧
地
を
拡
張
し
な
か
っ
た
上
︑
︵
乾
隆
︶
二
六
︵
一
七
六
一
︶
年
に
彼
ら
の
牧

地
に
住
ん
で
い
た
︵
固
山
︶
貝
子
ポ
ン
チ
ョ
グ
︑
公
ダ
ム
バ
イ
ら
を
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
︑
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
の
二
盟
に
移
住
さ
せ
ま
し
た
︒

︵
そ
の
結
果
︶
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
が
極
め
て
大
き
く
な
っ
た
た
め
︑
牧
地
を
与
え
る
こ
と
を
議
論
し
な
い
ほ
か
︑
⁝
⁝⑥
﹂
と
理
藩
院

に
報
告
し
て
い
る
︒
結
果
的
に
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
は
ベ
チ
ン
ゲ
ら
に
よ
る
牧
地
分
配
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
︑
そ
の
牧
地
も
変
動
し
な
か

っ
た
︒
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
は
︑
建
前
上
牧
地
や
牧
地
拡
張
の
問
題
を
抱
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
︑
乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
の

バ
ト
ら
に
よ
る
牧
地
境
界
画
定
か
ら
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
は
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
盟
旗
の
牧
地
境
界
画
定
政
策
と
い
う
よ

り
も
︑
当
時
の
牧
地
拡
張
や
牧
地
紛
争
の
防
止
︑
ひ
い
て
は
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
安
定
を
図
ろ
う
と
し
た
清
朝
側
の
意
図
が
色
濃
く
感
じ
ら
れ
る
︒

で
は
︑
何
故
そ
れ
ま
で
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
は
牧
地
を
広
げ
な
か
っ
た
の
か
︒
乾
隆
四
六
年
正
月
一
九
日
に
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
︑

副
盟
長
が
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
盟
長
︑
副
盟
長
ら
に
送
達
し
た
文
書
中
に
引
用
・
転
送
さ
れ
て
い
る
ベ
チ
ン
ゲ
︑
バ
ト
の
理
藩
院
宛
呈
文
に
︑

﹁
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
旗
民
は
︑
下
記
の
通
り
に
言
い
ま
し
た
︒
﹃
我
々
の
牧
地
は
昔
よ
り
こ
こ
に
住
ん
で
き
た
牧
地
で
あ
る
︒
︵
こ
の
牧
地

で
︶
我
々
自
身
が
住
ん
で
い
け
る
︒
現
在
︑
あ
そ
こ
︵
西
部
︶
へ
拡
張
・
移
住
さ
せ
て
も
︑
我
々
に
は
移
る
力
が
な
い
﹄
と
言
っ
て
︑
移
り
ま

せ
ん
で
し
た⑦
﹂
と
書
き
記
さ
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
牧
地
の
不
拡
張
に
は
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
有
す
る
広
大
な
牧
地
と
地
理
状
況
自
体
が
大

き
く
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
︒
そ
の
牧
地
の
広
さ
に
は
︑
例
え
ば
雍
正
年
間
︵
一
七
二
三

一
七
三
五
年
︶
に
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
バ

ル
ガ
人
が
フ
ル
ン
ボ
イ
ル
へ
移
っ
た⑧
こ
と
や
︑
乾
隆
二
六
︵
一
七
六
一
︶
年
に
ウ
ー
ル
ド
人
の
固
山
貝
子
ポ
ン
チ
ョ
グ
︑
公
ダ
ム
バ
イ
ら
が
セ

チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
か
ら
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
︑
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
へ
移
動
し
た⑨
こ
と
の
影
響
が
想
定
で
き
る
︒

他
方
︑
乾
隆
四
六
年
の
盟
界
画
定
作
業
の
中
で
︑
西
三
盟
の
牧
地
境
界
の
画
定
状
況
を
理
藩
院
へ
報
告
す
る
に
あ
た
っ
て
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ

ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
が
接
す
る
盟
界
の
状
況
も
報
告
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
︒
乾
隆
四
五
︵
一
七
八
〇
︶
年
六
月
二
九
日
の
ベ

チ
ン
ゲ
ら
に
よ
る
牧
地
図
提
示
の
要
求
に
応
じ
て
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
の
印
務
を
臨
時
に
管
理
す
る
輔
国
公
ゴ
ン
ボ
ジ
ャ
ブ
は
︑
シ

清代外モンゴルのセチェン・ハン部における盟界画定の経緯（朝魯孟格日勒）
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レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
時
点
で
の
牧
地
境
界
を
報
告
し
て
い
る⑩
︒
結
果
的
に
︑
乾
隆
四
六
年
に
西
三
盟
の
新
た
な
牧
地
境
界
と
共
に
︑
セ
チ
ェ

ン
・
ハ
ン
部
の
従
来
の
牧
地
状
況
が
理
藩
院
へ
上
呈
さ
れ
た
も
の
の
︑
西
三
盟
の
よ
う
な
境
界
地
域
に
お
け
る
オ
ボ
ー
の
設
置
は
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
︒

①

Ф
.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
1
1
2
,
X
T
.
7
2
b
-7
4
a.

乾
隆
四
一
︵
一
七
七
六
︶
年
六
月

付
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
副
将
軍
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
か
つ
盟
長
チ
ェ
デ
ン
ド
ル

ジ
︑
副
盟
長
参
贊
ス
ン
デ
ブ
ド
ル
ジ
か
ら
の
定
辺
左
副
将
軍
︑
参
贊
大
臣
宛
呈
文
︒

②

岡
氏
の
前
掲
序
注
②
の
論
文
二
二

二
三
頁
︒

③

Ф
.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
5
5
,
H
.
5
.

乾
隆
四
五
︵
一
七
八
〇
︶
年
三
月
一
一
日
付

ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
・
チ
ェ
デ
ン
ド
ル
ジ
か
ら
の
セ

チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
・
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
宛
咨
文
︒

④

Ф
.
M
-9
,
Д
.
3
,
X
H
.
4
4
2
,
H
.
7
.

乾
隆
四
五
年
一
〇
月
二
一
日
付
ト
シ
ェ
ー

ト
・
ハ
ン
部
盟
長
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
・
チ
ェ
デ
ン
ド
ル
ジ
︑
副
盟
長
多
羅
郡
王

チ
バ
グ
ジ
ャ
ブ
か
ら
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
・
チ
ェ
ブ
デ

ン
ジ
ャ
ブ
宛
咨
文
︒

⑤

こ
れ
は
︑
乾
隆
三
八
︵
一
七
七
三
︶
年
に
定
辺
左
副
将
軍
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ

が
︑
自
ら
の
牧
地
略
奪
行
為
等
を
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
チ
ェ
ヴ
ェ
ー
ン
ド
ル
ジ
に

よ
っ
て
乾
隆
帝
に
告
発
さ
れ
て
︑
将
軍
職
か
ら
解
任
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
︵
岡
洋

樹
﹁
定
辺
左
副
将
軍
の
権
限
回
収
問
題
と
﹁
将
軍
・
参
贊
大
臣
・
盟
長
・
副
将
軍

辦
理
事
務
章
程
﹂
﹂
﹃
史
観
﹄
一
一
九
：
一
六

二
九
︑
一
九
八
八
年
参
照
︶
︒

⑥

前
掲
序
注
④
に
同
じ
︒

⑦

前
掲
序
注
④
に
同
じ
︒

⑧

柳
澤
明
﹁
新
バ
ル
ガ
八
旗
の
設
立
に
つ
い
て
：
清
朝
の
民
族
政
策
と
八
旗
制
を

め
ぐ
る
一
考
察
﹂
﹃
史
学
雑
誌
﹄
一
〇
二
︵
三
︶：
三
六
九

四
〇
三
︑
一
九
九
三

年
︒

⑨

前
掲
序
注
④
に
同
じ
︒

⑩

Ф
.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
6
4
,
H
.
1
8
.

乾
隆
四
五
年
六
月
三
〇
日
付
参
贊
大
臣
ハ

ル
ハ
南
軍
を
管
理
す
る
副
将
軍
多
羅
郡
王
デ
ム
チ
ョ
グ
の
印
務
を
暫
時
代
理
し
て
︑

セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
の
盟
事
務
を
暫
時
処
理
す
る
旗
長
輔

国
公
ゴ
ン
ボ
ジ
ャ
ブ
か
ら
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
︑
参
贊

大
臣
副
将
軍
多
羅
郡
王
宛
咨
文
︒

第
三
章

東
二
盟
に
お
け
る
牧
地
紛
争
の
展
開

上
述
の
乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
の
盟
界
画
定
は
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
に
直
接
波
及
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
︑
そ
の
影
響
は
決
し
て
軽
視

で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
︒
乾
隆
四
五
︵
一
七
八
〇
︶
年
一
〇
月
一
四
日
に
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
チ
ェ
デ
ン
ド
ル
ジ
が
︑
下
記
の
よ
う

に
盟
の
諸
事
務
を
共
に
協
議
し
裁
い
て
い
た
同
部
副
将
軍
に
伝
達
し
て
い
る
︒
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今
︵
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
副
将
軍
で
あ
る
︶
貴
方
の
と
こ
ろ
か
ら
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
と
私
の
二
人
に
同
時
に
伝
達
し
た
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

﹁
二
盟
の
牧
地
︵
の
地
図
︶
を
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
で
画
定
し
た
通
り
に
書
け
︑
と
管
旗
章
京
ユ
ム
ジ
ャ
ブ
に
指
示
し
た
﹂
︒
︵
し
か
し
︑
私
ト
シ
ェ
ー

ト
・
ハ
ン
部
盟
長
が
︶
調
査
し
て
み
る
と
︑
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
で
は
我
々
の
盟
︵
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
︶
か
ら
︑
ゴ
ビ
の
牧
地
︵
の
事
情
︶
を
承

知
す
る
官
員
が
行
か
な
か
っ
た
上
︑
彼
ら
の
盟
︵
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
︶
が
書
い
て
報
告
し
た
通
り
に
︑
両
盟
の
牧
地
境
界
が
画
定
さ
れ
た
︒
⁝
⁝
現
在

兵
部
侍
郎
の
と
こ
ろ
か
ら
︑
牧
地
問
題
を
査
問
し
た
際
︑
私
︵
チ
ェ
デ
ン
ド
ル
ジ
︶
が
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
に
﹁
我
々
の
盟
︵
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
︶
の

牧
地
か
ら
︑
あ
な
た
の
盟
︵
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
︶
が
少
し
受
け
取
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
︑
協
議
し
よ
う
﹂
と
告
げ
た
の
に
対
し
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ

ン
は
﹁
︵
こ
れ
は
︶
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
︒
後
で
仲
良
く
協
議
し
よ
う
﹂
と
言
っ
た
の
で
あ
る
︒
現
在
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
が
何
と
言
う
か
わ
か
ら
な
い

た
め
︑
︵
副
︶
将
軍
和
碩
親
王
殿
の
と
こ
ろ
か
ら
管
旗
章
京
ユ
ム
ジ
ャ
ブ
に
通
達
し
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
と
私
の
二
盟
の
︵
牧
地
の
︶
地
図
を
書
か
せ
る
こ

と
を
一
時
停
止
さ
せ
よ
う
︒
⁝
⁝
こ
の
件
は
ま
だ
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
に
送
達
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
︒
⁝
⁝①

前
述
の
乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
の
盟
界
画
定
に
伴
っ
て
生
じ
た
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
に
よ
る
牧
地
図
提
出
問

題
こ
そ
が
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
の
危
機
感
を
募
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
何
故
な
ら
ば
︑
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
に
お
け
る
牧
地
画
定
に

基
づ
い
た
牧
地
図
提
出
は
︑
そ
の
牧
地
図
通
り
に
両
盟
間
の
牧
地
境
界
が
正
式
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
た
め
︑
同
会
盟
に
よ
っ

て
実
際
に
牧
地
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
こ
の
牧
地
図
提
出
問
題
が
︑
両
盟
間
の

牧
地
紛
争
発
生
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑
道
光
二
三
︵
一
八
四
三
︶
年
の
牧
地
図
提
出
に
関
す
る
規
定
も
︑
各
地
で
盟
間
や
旗
間
に
お

け
る
牧
地
紛
争
の
発
生
な
い
し
再
発
を
招
い
て
お
り②
︑
こ
の
ケ
ー
ス
は
あ
る
種
の
必
然
的
な
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
本
来
境
界
の
明

確
で
な
か
っ
た
遊
牧
民
社
会
に
お
い
て
︑
新
た
な
牧
地
境
界
を
設
定
す
る
こ
と
は
在
地
遊
牧
民
に
よ
る
反
発
や
戸
惑
い
を
煽
り
︑
容
易
に
和
解

が
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒

ま
た
︑
両
盟
間
の
牧
地
紛
争
と
は
︑
既
述
の
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
に
お
け
る
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
拡
張
に
よ
っ
て
浮
上
し
た
牧
地

清代外モンゴルのセチェン・ハン部における盟界画定の経緯（朝魯孟格日勒）

11 (371)



問
題
を
指
し
て
お
り
︑
西
三
盟
間
で
広
が
っ
て
い
た
牧
地
紛
争
が
結
果
的
に
東
二
盟
間
に
も
波
及
し
た
わ
け
で
あ
る
︒
後
の
一
〇
月
二
一
日
に

ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
チ
ェ
デ
ン
ド
ル
ジ
︑
副
盟
長
チ
ャ
バ
グ
ジ
ャ
ブ
は
︑
﹁
現
在
︑
こ
の
牧
地
境
界
︵
の
問
題
︶
を
再
度
報
告
し
︑
牧

地
を
決
定
す
る
兵
部
侍
郎
︵
ベ
チ
ン
ゲ
︶
︑
︵
定
辺
左
副
︶
将
軍
︵
バ
ト
︶
ら
に
報
告
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
︑
か
え
っ
て
我
ら
兄
弟
︵
チ
ェ
デ
ン

ド
ル
ジ
と
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
︶
が
お
互
い
に
争
う
裁
判
に
な
る
ば
か
り
か
︑
往
古
来
今
の
良
い
仲
を
壊
す
に
至
る
︒
貴
方
の
お
考
え
は
存
じ

な
い
が
︑
私
の
考
え
で
は
︑
双
方
か
ら
二
人
の
副
盟
長
を
派
遣
し
て
牧
地
を
調
査
し
︑
真
ん
中
で
︵
牧
地
を
︶
分
配
し
あ
っ
て
︑
両
側
が
盟
長

印
を
押
し
た
文
書
を
交
換
す
れ
ば
︑
こ
こ
で
我
々
の
仲
良
く
協
議
し
た
こ
と
を
誰
が
破
ろ
う
か③
﹂
と
言
っ
て
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
チ
ェ

ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
に
至
急
通
達
し
て
い
る
︒
こ
こ
に
至
っ
て
︑
両
盟
の
牧
地
問
題
が
本
格
的
に
協
議
さ
れ
始
め
︑
従
来
の
境
界
地
域
の
再
画
定
が

協
議
の
主
題
と
な
っ
た
︒
こ
の
よ
う
に
︑
バ
ト
ら
に
よ
る
西
三
盟
の
牧
地
境
界
画
定
事
業
と
同
時
に
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・

ハ
ン
部
の
間
で
も
︑
そ
の
境
界
地
域
を
巡
る
交
渉
が
水
面
下
で
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
︒
で
は
︑
両
盟
間
の
盟
界
は
ど
の
よ
う
に
画
定
さ
れ
た

の
か
︑
次
章
以
降
で
み
て
い
こ
う
︒

①

Ф
.
M
-1
0
,
Д
.
2
,
X
H
.
1
0
1
8
,
H
.
1
.

乾
隆
四
五
︵
一
七
八
〇
︶
年
一
〇
月
一
四

日
付
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
の
チ
ェ
デ
ン
ド
ル
ジ
よ
り

同
部
副
将
軍
和
碩
親
王
チ
バ
グ
ド
ル
ジ
宛
咨
文
︒

②

前
掲
序
注
⑨
中
の
拙
稿
︒

③

前
掲
第
二
章
注
④
に
同
じ
︒

第
四
章

両
盟
間
に
お
け
る
牧
地
紛
争
の
処
理

両
盟
の
間
で
調
整
を
図
ろ
う
と
し
た
牧
地
問
題
の
協
議
は
︑
乾
隆
四
五
︵
一
七
八
〇
︶
年
と
同
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
に
双
方
の
協
理
台
吉
︑

管
旗
章
京
や
副
盟
長
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
二
回
の
処
理
を
経
て
も①
︑
収
束
の
目
途
が
立
た
な
か
っ
た
︒
そ
の
焦
点
は
境
界
地
域
の
再
画
定
で

あ
り
︑
従
来
の
牧
地
を
均
等
に
再
配
分
し
た
い
と
い
う
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
と
そ
れ
に
反
対
す
る
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
主
張
が
大
き
く
食

い
違
っ
て
い
た②
︒
こ
こ
で
い
う
両
盟
間
の
牧
地
紛
争
と
は
︑
境
界
を
接
す
る
中
南
部
地
域
の
諸
旗
間
︑
具
体
的
に
は
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
の
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中
旗
︑
左
翼
右
末
旗
︑
左
翼
末
旗
︑
左
翼
中
左
旗
︑
左
翼
中
旗
の
計
五
旗
と
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
右
翼
中
前
旗
︑
右
翼
中
右
旗
︑
右
翼
中

旗
︑
中
末
旗
︑
中
末
右
旗
の
計
五
旗
と
の
間
に
お
け
る
紛
争
の
こ
と
を
指
し
て
お
り③
︑
こ
れ
ま
で
の
紛
争
処
理
過
程
で
新
た
に
発
生
し
た
も
の

で
あ
る
︒

こ
う
し
た
難
航
状
態
の
中
︑
乾
隆
五
二
︵
一
七
八
七
︶
年
に
両
盟
長
は
︑
﹁
今
後
︑
盟
長
ら
が
必
ず
二
︑
三
︑
四
盟
で
処
理
す
る
事
件
に
対
し
︑

全
て
誠
実
に
前
も
っ
て
理
藩
院
に
報
じ
て
︑
本
当
に
必
ず
盟
会
を
開
催
し
て
処
理
す
べ
き
事
件
で
あ
れ
ば
︑
理
藩
院
が
指
示
し
て
︑
二
︑
三
盟

で
盟
会
を
開
い
て
処
理
す
べ
き
か
︑
四
盟
皆
で
盟
会
を
開
い
て
処
理
す
べ
き
か
を
文
書
で
伝
達
し
た
の
を
見
て
︑
更
に
盟
会
を
開
催
し
て
処
理

せ
よ
︒
盟
会
で
処
理
す
る
必
要
が
な
い
場
合
︑
独
断
で
の
盟
会
開
催
は
断
じ
て
や
め
よ
﹂
と
い
う
理
藩
院
の
規
定
に
則
っ
て
︑
自
ら
審
議
す
る

こ
と
の
可
否
を
理
藩
院
に
問
う
て
い
る④
︒
こ
の
規
定
は
乾
隆
四
五
年
制
定
の
﹁
将
軍
・
参
贊
大
臣
・
盟
長
・
副
将
軍
辦
理
事
務
章
程
﹂
中
に
定

め
ら
れ
て
お
り
︑
本
章
程
に
基
づ
い
て
牧
地
問
題
等
の
諸
事
務
が
理
藩
院
直
轄
と
な
っ
た⑤
た
め
︑
盟
長
た
ち
も
こ
れ
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
︒
両
盟
長
の
報
告
に
対
し
て
︑
理
藩
院
は
︑
﹁
彼
ら
二
盟
の
盟
長
ら
が
共
に
必
ず
︵
牧
地
問
題
を
︶
誠
実
に
審
議
・
処
理
し
︑
境
界
地
域

に
標
識
を
建
て
て
︑
永
久
に
争
う
に
至
ら
な
い
よ
う
に
せ
よ⑥
﹂
と
両
盟
長
に
命
令
を
下
し
︑
理
藩
院
の
管
轄
下
で
両
盟
長
に
よ
る
処
理
が
開
始

さ
れ
た
︒

そ
こ
で
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
の
盟
長
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
と
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
盟
長
ゴ
ン
チ
ョ
グ
ジ
ャ
ブ
が
盟
会
を
開
い
て
協
議

し
た
と
こ
ろ
︑
係
争
地
で
あ
る
オ
ラ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
チ
ャ
イ
︑
フ
ヘ
・
デ
ル
ス
﹇k

ö
k
e
d
eresü

﹈
等
の
牧
地
に
対
し
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部

の
左
翼
中
旗
は
︑
﹁
昔
か
ら
︑
我
々
の
旗
の
台
吉
ら
の
管
轄
す
る
五
〇
〇
戸
の
人
が
遊
牧
し
て
き
た
上
︑
以
前
我
ら
の
︵
多
羅
郡
︶
王
グ
ル
シ

ヒ
の
息
子
︑
孫
ら
何
人
か
の
遺
骨
全
て
を
こ
れ
ら
の
地
に
葬
り
ま
し
た
﹂
と
主
張
し
た
︒
一
方
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
右
翼
中
旗
は
︑

﹁
我
々
の
旗
の
旗
民
は
︑
乾
隆
三
八
年
︵
一
七
七
三
︶
か
ら
︑
西
側
︑
西
南
︑
南
部
の
ア
チ
ャ
・
ア
ボ
ル
ゴ
︑
⁝
⁝
オ
ラ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
チ
ャ

イ
︑
フ
ヘ
・
デ
ル
ス
等
の
地
で
遊
牧
し
て
き
ま
し
た
﹂
と
反
論
し
て
い
る⑦
︒
こ
の
係
争
地
は
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
で
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
へ

と
新
た
に
分
配
さ
れ
た
地
域
に
当
た
り
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
へ
の
返
還
が
本
牧
地
紛
争
処
理
の
焦
点
と
な
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
双
方
の
激
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し
い
対
立
か
ら
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
も
牧
地
返
還
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
理
藩
院
は
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ

の
提
出
し
た
地
図
を
外
モ
ン
ゴ
ル
の
牧
地
境
界
図
と
照
合
し
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
側
の
主
張
に
賛
同
し
な
が
ら
も
︑
﹁
た
だ
︑
こ
の
件
に

関
し
て
︑
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
が
報
じ
た
一
方
の
主
張
を
直
ち
に
信
じ
て
︑
処
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
︑
こ
れ
︵
文
書
︶
を
ト
シ
ェ
ー

ト
・
ハ
ン
部
盟
長
︵
固
山
︶
貝
子
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
ゴ
ン
チ
ョ
グ
ジ
ャ
ブ
ら
に
通
達
し
︑
彼
ら
が
こ
の
事
件
を

共
に
協
議
し
て
必
ず
誠
実
に
双
方
に
不
利
が
生
じ
な
い
よ
う
に
考
慮
し
︑
相
互
に
争
わ
な
い
よ
う
に
終
結
さ
せ
よ
う
﹂
と
両
盟
長
に
命
じ
て
い

る⑧
︒
こ
こ
か
ら
︑
自
ら
の
直
接
介
入
や
一
方
的
な
強
制
よ
り
も
︑
双
方
の
合
意
に
よ
る
対
処
を
重
ん
じ
る
理
藩
院
の
態
度
と
そ
の
処
理
に
対
す

る
慎
重
さ
が
う
か
が
え
る
︒
西
三
盟
の
牧
地
紛
争
を
よ
う
や
く
収
束
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
清
朝
政
府
に
と
っ
て
は
︑
続
く
東
二
盟
の
牧
地
紛

争
も
決
し
て
軽
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
︒

こ
う
し
て
︑
両
盟
長
に
よ
る
再
審
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
︑
乾
隆
五
四
︵
一
七
八
九
︶
年
に
両
盟
長
が
当
事
者
で
あ
る
諸
旗
の
旗
長
や

官
員
と
共
に
牧
地
状
況
を
実
見
・
調
査
し
た⑨
︒
そ
の
結
果
︑
係
争
地
で
あ
る
オ
ラ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
チ
ャ
イ
︑
フ
ヘ
・
デ
ル
ス
等
の
代
わ
り
に
︑

ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
左
翼
中
旗
が
新
た
な
別
の
牧
地
を
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
右
翼
中
旗
に
割
譲
し
よ
う
と
し
た
が
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟

長
は
そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た⑩
︒
何
故
双
方
と
も
こ
の
牧
地
に
こ
だ
わ
る
の
か
と
言
う
と
︑
乾
隆
五
四
年
三
月
二
〇
日
付
の
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン

部
盟
長
か
ら
理
藩
院
宛
の
呈
文
に
︑
﹁
⁝
⁝
オ
ラ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
チ
ャ
イ
︑
フ
ヘ
・
デ
ル
ス
等
の
地
は
非
常
に
水
が
豊
か
で
︑
牧
草
が
繁
茂
し

た
よ
い
牧
地
で
す
︒
旗
民
ら
皆
が
︵
こ
の
︶
牧
地
に
頼
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す⑪
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
そ
の
牧
地
と
し
て
の
質
の
高

さ
が
争
い
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
︒
例
え
ば
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
南
部
に
位
置
す
る
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
旗
と
左
翼

後
旗
と
の
間
で
発
生
し
た
紛
争
も
︑
豊
か
な
牧
草
地
を
巡
る
も
の
で
あ
っ
た⑫
︒
要
す
る
に
︑
ゴ
ビ
地
帯
に
お
い
て
は
︑
水
草
豊
か
な
土
地
が
極

め
て
肝
要
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
︑
牧
地
分
配
を
巡
る
双
方
の
交
渉
が
な
か
な
か
進
ま
ず
︑
処
理
も
難
航
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒

①

前
掲
第
二
章
注
⑩
︑Ф

.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
1
7
5
,
X
T
.
5
7
a-5

7
b
.

乾
隆
四
五

︵
一
七
八
〇
︶
年
一
一
月
二
〇
日
付
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
ト
シ
ェ
ー
ト
・

ハ
ン
の
チ
ェ
デ
ン
ド
ル
ジ
︑
副
盟
長
多
羅
郡
王
チ
バ
グ
ジ
ャ
ブ
か
ら
の
協
理
台
吉

チ
ョ
ム
ピ
ル
︑
管
旗
章
京
ジ
ャ
ジ
ェ
ジ
ャ
ブ
宛
箚
文
︑Ф

.
M
-9
,
Д
.
2
,
X
H
.
1
9
a,
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X
T
.
5
6
a-5

7
a.

乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
︵
月
日
な
し
︶
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン

部
盟
長
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
・
チ
ェ
デ
ン
ド
ル
ジ
か
ら
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟

長
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
・
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
宛
咨
文
︑Ф

.
M
-9
,
Д
.
2
,
X
H
.
1
9
a,

X
T
.
5
9
a-6

0
a.

乾
隆
四
六
年
二
月
七
日
付
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
ト
シ
ェ
ー

ト
・
ハ
ン
の
チ
ェ
デ
ン
ド
ル
ジ
か
ら
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
セ
チ
ェ
ン
・
ハ

ン
・
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
宛
咨
文
︒

②

前
掲
注
①
中
の
文
書Ф

.
M
-9
,
Д
.
2
,
X
H
.
1
9
a,

X
T
.
5
9
a-6

0
a

︑Ф
.
M
-9
,
Д
.

2
,
X
H
.
1
9
a,
X
T
.
5
1
a-5

3
a.

乾
隆
四
六
年
二
月
一
日
付
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟

長
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
の
チ
ェ
デ
ン
ド
ル
ジ
か
ら
の
同
部
副
盟
長
多
羅
郡
王
チ
バ

グ
ジ
ャ
ブ
宛
咨
文
︒

③

諸
旗
の
分
布
状
況
は
稿
末
の
地
図
�
︑
地
図
�
を
参
照
︒

④

Ф
.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
6
8
,
H
.
1
9
.

乾
隆
五
三
︵
一
七
八
八
︶
年
︵
月
日
な
し
︶

ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
固
山
貝
子
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン

部
盟
長
和
碩
親
王
ゴ
ン
チ
ョ
グ
ジ
ャ
ブ
か
ら
の
理
藩
院
宛
呈
文
︒

⑤

岡
氏
の
前
掲
第
二
章
注
⑤
の
論
文
︒

⑥

前
掲
注
④
に
同
じ
︒

⑦

Ф
.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
7
1
,
H
.
4
.

乾
隆
五
四
︵
一
七
八
九
︶
年
正
月
二
九
日
付

乾
清
門
行
走
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
固
山
貝
子
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
︑
副
盟

長
頭
等
台
吉
バ
ル
ド
ル
ジ
か
ら
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
和
碩
親
王
ゴ
ン
チ
ョ

グ
ジ
ャ
ブ
︑
副
盟
長
多
羅
貝
勒
チ
ェ
レ
ン
ド
ル
ジ
宛
咨
文
︑Ф

.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.

4
2
1
,
X
T
.
5
3
a-5

6
a.

乾
隆
五
四
年
春
︵
月
日
な
し
︶
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長

固
山
貝
子
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
︑
副
盟
長
バ
ル
ド
ル
ジ
か
ら
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン

部
盟
長
和
碩
親
王
ゴ
ン
チ
ョ
グ
ジ
ャ
ブ
︑
副
盟
長
多
羅
貝
勒
チ
ェ
レ
ン
ド
ル
ジ
宛

咨
文
︒

⑧

同
上
︒

⑨

Ф
.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
4
2
1
,
X
T
.
1
0
6
a-1

0
8
a.

乾
隆
五
四
︵
一
七
八
九
︶
年
二
月

二
〇
日
付
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
固
山
貝
子
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
︑
副
盟
長

頭
等
台
吉
バ
ル
ド
ル
ジ
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
和
碩
親
王
ゴ
ン
チ
ョ
グ
ジ
ャ

ブ
︑
副
盟
長
多
羅
貝
勒
チ
ェ
レ
ン
ド
ル
ジ
か
ら
の
理
藩
院
宛
呈
文
︒

⑩

Ф
.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
4
2
1
,
X
T
.
1
4
9
a-1

5
6
b
.

乾
隆
五
四
年
三
月
二
〇
日
付
ト

シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
固
山
貝
子
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
か
ら
の
理
藩
院
宛
呈
文
︒

⑪

同
上
︒

⑫

前
掲
序
注
⑨
中
の
拙
稿
二
〇
一
四

二
〇
一
五
︒

第
五
章

ラ
ワ
ー
ン
ド
ル
ジ
ら
に
よ
る
処
理
と
盟
界
画
定

溝
が
深
ま
る
両
盟
間
の
牧
地
紛
争
処
理
に
対
し
︑
乾
隆
五
四
︵
一
七
八
九
︶
年
一
二
月
一
九
日
に
理
藩
院
は
︑
﹁
勅
に
よ
っ
て
ラ
ワ
ー
ン
ド
ル

ジ
︑
バ
ジ
ョ
ン
を
派
遣
し
︑
︵
二
人
が
︶
駅
站
で
行
っ
て
︵
紛
争
を
︶
精
査
し
︑
誠
実
に
処
理
し
て
報
告
し
よ
う①
﹂
と
両
盟
長
に
通
達
し
て
お

り
︑
西
三
盟
の
牧
地
紛
争
処
理
と
同
様
に
︑
自
ら
の
官
員
派
遣
に
踏
み
切
っ
た
︒
派
遣
さ
れ
た
人
物
に
注
目
す
る
と
︑
ラ
ワ
ー
ン
ド
ル
ジ
は
︑

乾
隆
五
五
︵
一
七
九
〇
︶
年
二
月
五
日
付
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
盟
長
か
ら
ラ
ワ
ー
ン
ド
ル
ジ
︑
バ
ジ
ョ
ン
宛
の
呈
文②
で
﹁
固
倫
額
驸
︵
和
碩
︶

親
王
﹂
と
明
記
さ
れ
て
い
る
通
り
︑
定
辺
左
副
将
軍
で
あ
っ
た
チ
ェ
ン
グ
ン
ジ
ャ
ブ
の
七
番
目
の
子
に
当
た
る
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
中
左
翼
末
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旗
旗
長
で
︑
か
つ
乾
隆
帝
の
七
番
目
の
娘
で
あ
る
和
静
公
主
が
嫁
い
だ
固
倫
額
驸
で
あ
る
︒
も
う
一
人
は
︑
﹁
侍
衛
︑
モ
ン
ゴ
ル
衙
門③
の
侍
郎

﹇asq
an
-u

am
b
an

﹈
﹂
で
あ
る
︒
何
故
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
出
身
の
人
物
を
派
遣
し
た
の
か
に
関
し
て
は
︑
以
下
の
文
書
が
注
目
に
値
す
る
︒

も
し
︑
特
別
に
大
臣
ら
を
派
遣
し
な
け
れ
ば
︑
処
理
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
た
め
︑
我
々
︵
理
藩
院
の
︶
官
員
は
︑
正
し
く
は
︑
近
さ
を
考
慮
し
て
︑
庫

倫
辦
事
大
臣
ら
に
指
示
し
て
処
理
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
︑
た
だ
フ
レ
ー
の
︵
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
の
︶
副
将
軍
︑
︵
か
つ
︶
ハ
ル
ハ
の
︵
多
羅

郡
︶
王
ユ
ン
︵
ユ
ン
デ
ン
ド
ル
ジ④
︶
︑
︵
固
山
︶
貝
子
ス
ン
︵
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ⑤
︶
が
皆
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
の
人
で
あ
る
た
め
︑
捻
じ
曲
げ
や
片
贔

屓
は
免
れ
な
い
︒
⁝
⁝⑥

こ
こ
か
ら
︑
当
事
者
側
以
外
の
人
物
に
紛
争
処
理
を
委
ね
よ
う
と
す
る
理
藩
院
の
意
図
が
う
か
が
え
る
︒
こ
れ
は
︑
過
去
の
西
三
盟
の
牧
地

紛
争
に
お
い
て
︑
定
辺
左
副
将
軍
が
自
ら
の
権
力
で
牧
地
拡
張
を
図
っ
た
こ
と
等
︑
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
を
利
し
た
よ
う
な
一
方
的
な
行
為
の

再
発
を
懸
念
し
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
︒

他
方
︑
既
述
し
た
よ
う
に
派
遣
さ
れ
る
人
物
の
一
人
で
あ
る
ラ
ワ
ー
ン
ド
ル
ジ
は
︑
乾
隆
二
三
︵
一
七
五
八
︶
年
の
牧
地
拡
張
等
に
か
か
わ

る
諸
問
題
で
失
脚
し
た
定
辺
左
副
将
軍
チ
ェ
ブ
デ
ン
ジ
ャ
ブ
の
甥
に
あ
た
る
人
物
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
紛
争
処
理
に
起
用
さ
れ
た
の

で
あ
る
︒
言
い
換
え
る
と
︑
乾
隆
四
五
︵
一
七
八
〇
︶
年
制
定
の
﹁
将
軍
・
参
贊
大
臣
・
盟
長
・
副
将
軍
辦
理
事
務
章
程
﹂
を
以
っ
て
︑
定
辺

左
副
将
軍
の
権
限
回
収
と
そ
の
将
軍
職
の
官
僚
化
が
達
成
さ
れ
た⑦
と
は
い
え
︑
乾
隆
帝
は
そ
の
一
族
を
牧
地
問
題
処
理
に
重
用
す
る
等
︑
両
者

間
の
深
い
繫
が
り
が
な
お
続
い
て
い
た
こ
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

こ
う
し
て
派
遣
さ
れ
た
官
員
は
︑
如
何
な
る
処
置
で
東
二
盟
の
牧
地
紛
争
収
束
を
図
ろ
う
と
し
た
の
か
︒
乾
隆
五
五
︵
一
七
九
〇
︶
年
一
月

二
四
日
に
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
固
山
貝
子
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
は
︑
﹁
現
在
︑
勅
に
基
づ
い
て
︵
和
碩
親
︶
王
︵
ラ
ワ
ー
ン
ド
ル
ジ
︶
︑

侍
郎
︵
バ
ジ
ョ
ン
︶
が
来
て
︑
我
ら
の
と
こ
ろ
に
あ
る
い
く
つ
か
の
印
文
﹇tem

d
eg
tü

b
ičiγ

﹈
︵
に
記
さ
れ
た
牧
地
︶
︑
及
び
墓
︑
遺
骨
を
葬
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っ
た
︵
牧
地
︶
︑
ま
た
目
印
と
な
る
寺
の
あ
る
牧
地⑧

等
を
︵
我
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
︶
証
明
さ
れ
た
牧
地
﹇b

arim
ta-tu

γaǰar

﹈
と
し
て
処

理
し
︑
︵
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
副
︶
将
軍
︵
多
羅
︶
貝
勒
︵
ダ
グ
ダ
ン
ド
ル
ジ
の
右
翼
中
旗
︶
に
与
え
な
か
っ
た
⁝
⁝⑨
﹂
と
当
事
者
の
諸
旗
旗

長
ら
に
通
達
し
て
い
る
︒
傍
線
部
の
牧
地
は
既
述
の
通
り
両
盟
間
の
係
争
地
︑
と
り
わ
け
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
左
翼
中
旗
と
セ
チ
ェ
ン
・
ハ

ン
部
右
翼
中
旗
間
の
係
争
地
に
当
た
っ
て
お
り
︑
そ
れ
が
結
局
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
に
返
還
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
以
前
の
シ
レ
ー
・

ノ
ー
ル
会
盟
で
実
行
で
き
な
か
っ
た
西
三
盟
間
の
牧
地
返
還
が
乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
の
盟
界
画
定
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
の
と
共
通
し

て
い
る
︒

ま
た
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
中
旗
︑
左
翼
右
末
旗
と
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
右
翼
中
前
旗
︑
右
翼
中
右
旗
︑
右
翼
中
旗
と
の
牧
地
境
界
画
定

状
況
に
関
し
て
︑
下
記
の
文
書
に
注
目
し
た
い
︒

私
︵
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
多
羅
︶
貝
勒
の
︵
右
翼
中
︶
旗
の
牧
地
の
北
と
西
側
は
︑
バ
ヤ
ン
・
ハ
ラ
﹇b

ay
an

q
ar-a

﹈
︑
サ
ン
ギ
ー
ン
・
ダ
ラ
イ
︑
タ
バ
タ

イ
﹇tab

atai

﹈
︑
タ
ラ
・
ボ
ラ
グ
﹇tal-a
b
u
laγ

﹈
︑
イ
ル
レ
ギ
ー
ン
・
ウ
ル
ト
ゥ
・
フ
ト
ゥ
ル
﹇irü

lg
e-y

in
ü
lü
tü

k
ö
tü
l

﹈
︑
イ
ヘ
・
ガ
ジ
ャ
ル
の
ア
チ
ト
・

オ
ラ
ー
ン
ま
で
︵
固
山
︶
貝
子
殿
の
貴
︵
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
中
︶
旗
︑
同
盟
の
旗
長
︵
頭
等
︶
台
吉
オ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
ブ
の
︵
左
翼
右
末
︶
旗
と
境
界

を
接
す
る
よ
う
に
し
た
⁝
⁝⑩

傍
線
部
の
二
ヶ
所
は
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
で
決
定
さ
れ
た
境
界
地
域
で
も
あ
る
が
︑
こ
こ
で
そ
の
二
ヶ
所
の
中
間
に
お
け
る
牧
地
が
よ
り

細
か
く
画
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
こ
れ
ら
の
牧
地
は
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
の
中
旗
︑
左
翼
右
末
旗
と
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部

の
右
翼
中
旗
と
の
境
界
と
な
っ
た
上
︑
そ
の
中
の
バ
ヤ
ン
・
ハ
ラ
と
い
う
地
が
中
旗
と
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
右
翼
中
前
旗
︑
及
び
右
翼
中
右

旗
と
い
う
三
旗
の
境
界
と
な
っ
た⑪
︒
ま
た
︑
光
緒
三
三
︵
一
九
〇
七
︶
年
段
階
の
地
図
�
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
︑
そ
の
画
定
地
域
は
実

線
で
囲
ん
だ
地
域
に
相
当
す
る
が
︑
地
図
�
に
お
け
る
実
線
内
の
境
界
線
上
の
丸
で
示
さ
れ
る
牧
地
境
界
と
し
て
の
オ
ボ
ー
が
こ
の
時
の
文
書
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中
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
︑
こ
れ
ら
の
オ
ボ
ー
は
︑
お
そ
ら
く
今
回
の
牧
地
画
定
以
降
に
生
じ
た
中
旗
と
隣
接
諸
旗
間
の
牧
地
紛

争
を
契
機
に
し
て
︑
後
に
設
置
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
︒

オ
ボ
ー
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
文
書
か
ら
探
っ
て
み
る
と
︑
﹁
サ
ン
サ
リ
ン
・
ジ
ャ
ラ
﹇san

g
sar-u

n
ǰar-a

﹈
︵
の
地
︶
に
つ
い
て
︑

適
切
に
協
議
し
︑
境
界
と
す
る
こ
と
を
や
め
さ
せ
︑
︵
副
︶
将
軍
︵
多
羅
︶
貝
勒
︵
ダ
グ
ダ
ン
ド
ル
ジ
の
右
翼
中
旗
︶
の
牧
地
と
し
て⑫
﹂
と
記

載
さ
れ
て
お
り
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
中
旗
の
牧
地
が
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
右
翼
中
旗
に
割
譲
さ
れ
て
い
る
︒
こ
う
し
た
画
定
に
基
づ
く
オ

ボ
ー
の
設
置
は
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
中
旗
に
と
っ
て
は
決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
︑
そ
の
設
置
防
止
に
は
当
該
部
盟
長
か
つ
中
旗
旗

長
で
あ
る
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
よ
う
︒
実
は
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
内
の
ト
シ
ェ
ー

ト
・
ハ
ン
旗
と
左
翼
後
旗
と
の
間
で
も
︑
牧
地
に
対
す
る
旗
長
の
決
定
権
に
基
づ
い
て
境
界
の
オ
ボ
ー
は
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た⑬
︒
加
え
て
︑

オ
ボ
ー
設
置
や
牧
地
固
定
に
対
す
る
盟
長
︑
旗
長
ら
の
持
つ
不
安
感
や
抵
抗
感
が
暗
に
示
さ
れ
た
と
も
見
え
る
︒
例
え
ば
︑
乾
隆
二
七
︵
一
七

六
二
︶
年
頃
の
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
で
は
︑
牧
地
紛
争
の
多
発
は
境
界
と
し
て
の
オ
ボ
ー
標
識
の
設
置
に
よ
る
も
の
だ
と
認
識
さ
れ
て
お
り
︑

オ
ー
ハ
ン
︑
オ
ン
ニ
オ
ド
︑
バ
ー
リ
ン
︑
ア
ル
ホ
ル
チ
ン
︑
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
等
の
各
地
で
逆
に
オ
ボ
ー
の
撤
収
が
実
行
さ
れ
て
い
た⑭
︒
つ
ま
り
︑

境
界
線
の
設
置
が
︑
モ
ン
ゴ
ル
社
会
に
お
け
る
従
来
の
遊
牧
形
態
に
一
定
の
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒

一
方
︑
如
上
の
諸
旗
以
外
に
︑
残
り
の
紛
争
当
事
者
諸
旗
間
に
お
け
る
牧
地
境
界
の
画
定
状
況
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
︒

ほ
か
の
牧
地
に
関
し
て
は
︑
︵
相
互
の
︶
仲
を
考
慮
し
︑
イ
ヘ
・
ガ
ジ
ャ
ル
︵
の
ア
チ
ト
・
オ
ラ
ー
ン
︶
か
ら
イ
ヘ
・
バ
ガ
・
ハ
ト
ー
﹇y

ek
e
b
aγa

q
a-

tau

﹈
を
通
過
し
︑
ボ
ド
ル
﹇b

o
d
o
r

﹈
︑
ハ
ダ
ン
・
ホ
シ
ョ
ー
ド
﹇q

ad
an

q
u
siu

d

﹈
の
間
︑
オ
ラ
ー
ン
・
ト
ロ
ガ
イ
﹇u

laγan
to
lu
γai

﹈
︑
モ
ー
・
フ
ト
ゥ

ル
・
オ
ス
﹇m

u
u
k
ö
tü
l
u
su

﹈
と
ア
ボ
ル
ゴ
の
北
側
に
︑
イ
ヘ
・
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
オ
ボ
ー
﹇y

ek
e
čaγan

o
b
u
γ-a

﹈
︑
シ
ャ
ラ
・
ホ
ド
グ
﹇šar-a

q
u
d
d
u
γ

﹈
︑

ウ
ル
グ
ニ
・
ノ
ロ
ー
﹇ö

rg
ü
n
-i

n
iru

γu

﹈
か
ら
ジ
ェ
レ
﹇ǰer-e

﹈
ま
で
画
定
し
て
処
理
し
よ
う⑮
︒
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残
り
の
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
の
左
翼
右
末
旗
︑
左
翼
末
旗
︑
左
翼
中
左
旗
︑
左
翼
中
旗
と
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
右
翼
中
旗
︑
中
末
旗
︑

中
末
右
旗
と
の
間
に
お
い
て
も
︑
前
述
し
た
牧
地
画
定
と
同
様
に
︑
従
来
の
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
に
お
け
る
画
定
地
域
︑
つ
ま
り
傍
線
部
の

二
ヶ
所
の
地
域
に
お
け
る
牧
地
の
よ
り
詳
細
な
画
定
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
︒
た
だ
︑
画
定
地
域
に
お
い
て
境
界
と
し
て
の
オ
ボ
ー
を
新
た
に

設
置
し
た
こ
と
は
︑
前
述
し
た
諸
旗
の
牧
地
画
定
と
は
著
し
く
異
な
る
︒
そ
の
オ
ボ
ー
の
設
置
状
況
は
︑
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

最
初
に
︑
ア
チ
ト
・
オ
ラ
ー
ン
の
す
ぐ
南
に
一
番
目
の
オ
ボ
ー
を
岩
の
頂
上
に
双
方
の
二
つ
の
オ
ボ
ー
を
建
て
た
︒
こ
こ
か
ら
︑
西
側
で
ト
シ
ェ
ー
ト
・

ハ
ン
部
旗
長
オ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
ブ
の
︵
左
翼
右
末
︶
旗
が
遊
牧
す
る
︒
東
側
で
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
︵
副
︶
将
軍
︵
多
羅
︶
貝
勒
ダ
グ
ダ
ン
ド
ル
ジ
の

︵
右
翼
中
︶
旗
が
遊
牧
す
る
︒
ま
た
︑
こ
の
オ
ボ
ー
の
東
南
に
二
番
目
の
オ
ボ
ー
を
グ
ン
・
オ
ス
﹇g

ü
n
u
su

﹈
の
西
︑
ナ
ラ
ン
・
ボ
ラ
グ
﹇n

aran
b
u
laγ

﹈

の
東
に
あ
る
ウ
ン
ド
ゥ
ル
・
ハ
ラ
・
オ
ボ
ー
﹇ö

n
g
d
ü
r
q
ar-a

o
b
u
γ-a

﹈
と
い
う
︵
と
こ
ろ
︶
に
︑
⁝
⁝
三
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
シ
ネ
・
オ
ス
﹇sin

-e

u
su

﹈
の
北
の
間
に
あ
る
一
つ
の
オ
ボ
ー
に
︑
⁝
⁝
四
番
目
の
オ
ボ
ー
を
一
つ
の
︵
オ
ラ
ー
ン
︶
オ
ボ
ー
に
︑
⁝
⁝
五
番
目
の
オ
ボ
ー
を
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
オ

ス
の
西
側
の
モ
ー
・
チ
ョ
ー
ギ
ヤ
ン
﹇m

u
u
ču
u
g
iy
an

﹈
の
西
に
あ
る
オ
ボ
ー
に
︑
⁝
⁝
六
番
目
の
オ
ボ
ー
を
フ
ヘ
ト
ゥ
﹇q

ö
k
etü

﹈
の
西
南
の
タ
ラ
・

ガ
ジ
ャ
ル
﹇tal-a

γaǰar

﹈
に
︑
⁝
⁝
七
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
エ
リ
ゲ
ン
﹇elig

en

﹈
の
西
の
バ
ガ
・
チ
ャ
ヒ
オ
ル
ト
﹇čak

iu
rtu

﹈
と
い
う
オ
ボ
ー
に
︑

⁝
⁝
八
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ア
ル
・
ハ
ラ
・
ジ
ェ
グ
﹇aru

q
ar-a

ǰeg

﹈
の
東
北
端
の
一
つ
の
オ
ボ
ー
に
︑
⁝
⁝
九
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ア
ル
・
ハ
ラ
・
ジ
ェ
グ

の
東
南
端
の
地
に
︑
⁝
⁝
一
〇
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ウ
ブ
ル
・
ハ
ラ
ジ
ェ
グ
の
西
端
の
真
ん
中
に
⁝
⁝
一
一
番
目
の
オ
ボ
ー
を
一
つ
の
タ
ラ
・
ガ
ジ
ャ
ル
に

⁝
⁝
一
二
番
目
の
オ
ボ
ー
を
一
つ
の
タ
ラ
の
デ
ン
ジ
﹇d

e
n
g
ǰi

﹈
に
⁝
⁝
一
三
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ハ
ト
ー
﹇q

a
ta
u

﹈
の
北
の
一
つ
の
オ
ボ
ー
に
⁝
⁝
一
四

番
目
の
オ
ボ
ー
を
ハ
ト
ー
の
北
側
に
︑
⁝
⁝
一
五
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ハ
ト
ー
の
頂
に
︑
⁝
⁝
一
六
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ハ
ト
ー
の
ウ
ブ
ル
・
ハ
シ
ョ
ー
ン
・

オ
ス
﹇ö

b
er-e

q
asiγu

n
u
su

﹈
に
︑
⁝
⁝
一
七
番
目
の
オ
ボ
ー
を
セ
ル
ベ
ン
﹇serb

en
g

﹈
の
東
北
の
デ
ン
ジ
に
︑
⁝
⁝
一
八
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ナ
リ
ン
・

ハ
ラ
﹇n

arin
q
ara

﹈
の
東
の
デ
ン
ジ
に
︑
一
九
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ウ
ー
デ
ィ
ー
ン
・
オ
ス
﹇eg

ü
d
e-y

in
u
su

﹈
の
南
側
の
⁝
⁝
ホ
ワ
・
ト
ロ
ガ
イ
﹇q

u
w
a

to
lu
γai

﹈
に
︑
⁝
⁝
二
〇
番
目
の
オ
ボ
ー
を
デ
ル
ス
ン
・
オ
ス
﹇d

eresü
n
u
su

﹈
の
西
の
ハ
ラ
・
オ
ボ
ー
に
︑
⁝
⁝
二
一
番
目
の
オ
ボ
ー
を
デ
ル
ス
ン
・
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オ
ス
の
南
の
一
つ
の
オ
ボ
ー
に
︑
⁝
⁝
二
二
番
目
の
オ
ボ
ー
を
バ
ガ
・
ハ
ト
ー
の
ド
ム
ダ
・
ノ
ロ
ー
﹇d

u
m
d
a
n
iru

γu

﹈
に
︑
二
三
番
目
の
オ
ボ
ー
を

⁝
⁝
グ
ン
・
オ
ス
の
西
南
の
ホ
ワ
に
︑
⁝
⁝
二
四
番
目
の
オ
ボ
ー
を
サ
イ
ン
・
オ
ス
の
西
の
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
ホ
ワ
に
︑
⁝
⁝
二
五
番
目
の
オ
ボ
ー
を
オ

ラ
ー
ン
・
ジ
ェ
グ
﹇u

laγan
ǰeg

﹈
の
西
端
に
︑
二
六
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
同
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
ホ
ワ
に
︑
⁝
⁝
二
七
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
チ
ャ
ガ
ー

ン
・
ホ
ワ
に
︑
⁝
⁝
二
八
番
目
の
オ
ボ
ー
を
オ
ラ
ー
ン
・
グ
ー
ブ
リ
ン
・
オ
ス
﹇u

laγan
g
ü
ü
b
ü
r-u

n
u
su

﹈
の
西
隣
の
一
つ
の
オ
ボ
ー
に
︑
⁝
⁝
二
九
番

目
の
オ
ボ
ー
を
グ
ー
ブ
ル
の
東
に
︑
⁝
⁝
三
〇
番
目
の
オ
ボ
ー
を
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
ホ
ワ
の
南
に
︑
⁝
⁝
三
一
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
デ
ン

ジ
に
︑
⁝
⁝
三
二
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
タ
ラ
・
ガ
ジ
ャ
ル
に
︑
⁝
⁝
三
三
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
ハ
ラ
ト
ロ
ガ
イ
に
︑
⁝
⁝
三
四
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ハ

マ
ル
・
オ
ス
﹇q

am
ar

u
su

﹈
の
南
の
ハ
ラ
・
デ
ル
﹇q

ara
d
el

﹈
に
︑
⁝
⁝
三
五
番
目
の
オ
ボ
ー
を
同
ハ
マ
ル
・
オ
ス
の
東
南
の
ハ
ラ
・
オ
ボ
ー
に
︑

⁝
⁝
三
六
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
ト
ロ
ガ
イ
に
︑
⁝
⁝
三
七
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
ホ
ワ
・
ト
ロ
ガ
イ
に
︑
⁝
⁝
三
八
番
目
の
オ
ボ
ー
を

⁝
⁝
オ
ラ
ー
ン
・
ト
ロ
ガ
イ
に
︑
⁝
⁝
三
九
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
オ
ラ
ー
ン
・
ホ
ワ
に
︑
⁝
⁝
四
〇
番
目
の
オ
ボ
ー
を
オ
ル
ホ
・
オ
ボ
ー
﹇o

lq
u
o
b
u
γ-

a

﹈
の
南
の
ホ
ワ
・
ド
ボ
に
︑
⁝
⁝
四
一
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
ボ
ル
・
ホ
シ
ド
﹇b

o
ru

q
u
sid

﹈
の
南
の
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
ホ
ワ
に
︑
⁝
⁝
四
二
番
目
の
オ

ボ
ー
を
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
ホ
ワ
に
︑
⁝
⁝
四
三
番
目
の
オ
ボ
ー
を
オ
ラ
ー
ン
・
ト
ロ
ガ
イ
の
西
北
の
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
デ
ン
ジ
に
︑
⁝
⁝
四
四
番
目
の
オ
ボ
ー

を
オ
ラ
ー
ン
・
ト
ロ
ガ
イ
の
︵
ホ
ド
グ
︶
オ
ス
に
︑
⁝
⁝
四
五
番
目
の
オ
ボ
ー
を
一
つ
の
ホ
ワ
・
デ
ン
ジ
に
︑
⁝
⁝
四
六
番
目
の
オ
ボ
ー
を
バ
ヤ
ン
・
デ

ル
﹇b

ay
an

d
er-e

﹈
の
南
端
に
︑
⁝
⁝
四
七
番
目
の
オ
ボ
ー
を
シ
ャ
ラ
・
グ
ン
ゲ
ル
﹇šara

g
ü
n
g
g
er

﹈
の
南
の
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
ノ
ロ
ー
に
︑
⁝
⁝
四
八
番

目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
ノ
ロ
ー
に
︑
⁝
⁝
四
九
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ス
グ
ジ
ン
・
オ
ス
﹇seg

ü
ǰi-y

in
u
su

﹈
の
バ
ロ
ー
ン
・
ホ
シ
ョ
ー
に
︑
五

〇
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ス
グ
ジ
ン
・
オ
ス
の
東
の
一
つ
の
オ
ラ
ー
ン
・
デ
ル
﹇u

laγan
d
el

﹈
に
︑
⁝
⁝
五
一
番
目
の
オ
ボ
ー
を
モ
ー
・
フ
ト
ゥ
ル
・
オ
ス
の

西
︵
に
あ
る
︶
一
つ
の
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
オ
ボ
ー
に
︑
⁝
⁝
五
二
番
目
の
オ
ボ
ー
を
モ
ー
・
フ
ト
ゥ
ル
・
オ
ス
の
東
の
オ
ラ
ー
ン
・
ト
ロ
ガ
イ
に
︑
⁝
⁝
五

三
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
ホ
ル
ゴ
ル
・
オ
ス
﹇q

u
lu
γu
r
u
su

﹈
の
西
北
︵
に
あ
る
︶
一
つ
の
フ
ヘ
・
ト
ロ
ガ
イ
に
︑
⁝
⁝
五
四
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ホ
ル
ゴ

ル
・
オ
ス
の
南
︵
に
あ
る
︶
一
つ
の
フ
ヘ
・
ト
ロ
ガ
イ
に
︑
五
五
番
目
の
オ
ボ
ー
を
イ
ヘ
・
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
オ
ボ
ー
に
︑
五
六
番
目
の
オ
ボ
ー
を
チ
ャ

ガ
ー
ン
・
チ
ョ
ロ
ー
ト
﹇čaγan

čilaγu
tu

﹈
の
一
つ
の
デ
ル
に
︑
⁝
⁝
五
七
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ハ
ラ
・
エ
ン
ゲ
ル
﹇q

ar-a
en
g
g
er

﹈
の
サ
イ
ン
・
オ
ス
に
︑

⁝
⁝
五
八
番
目
の
オ
ボ
ー
を
一
つ
の
ウ
ン
ド
ゥ
ル
・
ハ
ラ
・
ト
ロ
ガ
イ
に
︑
⁝
⁝
五
九
番
目
の
オ
ボ
ー
を
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
フ
ト
ゥ
ル
に
︑
⁝
⁝
六
〇
番
目
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の
オ
ボ
ー
を
デ
ル
ス
ン
・
オ
ス
ニ
・
ホ
ド
グ
に
︑
⁝
⁝
六
一
番
目
の
オ
ボ
ー
を
デ
ン
ジ
に
︑
⁝
⁝
六
二
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ハ
シ
ャ
ー
ト
﹇q

asiy
atu

﹈
に
︑

⁝
⁝
六
三
番
目
の
オ
ボ
ー
を
⁝
⁝
ウ
ン
ド
ゥ
ル
に
︑
⁝
⁝
六
四
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ア
ル
・
オ
ラ
ー
ン
の
オ
ス
に
︑
六
五
番
目
の
オ
ボ
ー
を
一
つ
の
オ
ラ
ー

ン
・
ト
ロ
ガ
イ
に
︑
⁝
⁝
六
六
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ニ
ゲ
ン
・
オ
ラ
ー
ン
の
オ
ボ
ー
の
北
端
に
︑
⁝
⁝
六
七
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ヒ
イ
ン
・
オ
ス
﹇k

ii-y
in

u
su

﹈
に
︑
⁝
⁝
六
八
番
目
の
オ
ボ
ー
を
一
つ
の
チ
ャ
ガ
ー
ン
・
デ
ン
ジ
に
︑
⁝
⁝
六
九
番
目
の
オ
ボ
ー
を
オ
ー
シ
ヒ
・
オ
ボ
ー
﹇u

u
sik

i
o
b
u
γ-a

﹈
の
ウ

ブ
ル
・
ウ
ジ
ュ
ー
ル
に
︑
⁝
⁝
七
〇
番
目
の
オ
ボ
ー
を
一
つ
の
ホ
ワ
・
デ
ン
ジ
に
︑
⁝
⁝
七
一
番
目
の
オ
ボ
ー
を
シ
ャ
ラ
・
ホ
ド
グ
﹇šar-a

q
u
d
d
u
γ

﹈
の

南
の
ホ
ワ
・
オ
ボ
ー
に
︑
⁝
⁝
七
二
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ア
ブ
タ
ル
・
オ
ボ
ー
の
西
南
の
ウ
ル
グ
ン
・
ノ
ロ
ー
に
︑
⁝
⁝
七
三
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ブ
グ

ル
ー
・
オ
ラ
ー
ン
・
ホ
ド
グ
﹇b

ü
g
lü
ü
u
laγan

q
u
d
d
u
γ

﹈
の
西
南
の
ホ
ワ
・
オ
ボ
ー
に
︑
七
四
番
目
の
オ
ボ
ー
を
同
︵
ブ
グ
ル
ー
︶
・
オ
ラ
ー
ン
・
ホ
ド

グ
の
南
の
オ
ラ
ー
ン
・
デ
ル
に
︑
七
五
番
目
の
オ
ボ
ー
を
オ
ル
ヒ
ホ
・
ホ
ド
グ
﹇o

rk
iq
u
q
u
d
d
u
γ

﹈
の
西
南
の
ハ
ラ
・
ト
ロ
ガ
イ
に
︑
七
六
番
目
の
オ

ボ
ー
を
一
つ
の
ハ
ラ
・
オ
ボ
ー
の
南
端
に
︑
七
七
番
目
の
オ
ボ
ー
を
ジ
ェ
レ
・
ハ
ダ
ニ
・
ノ
ロ
ー
﹇ǰer-e

q
ad
an
-u

n
iru

γu

﹈
に
︑
⁝
⁝⑯

こ
の
よ
う
に
︑
従
来
の
牧
地
境
界
で
あ
っ
た
イ
ヘ
・
ガ
ジ
ャ
ル
の
ア
チ
ト
・
オ
ラ
ー
ン
と
ア
ボ
ル
ゴ
と
の
二
ヶ
所
の
地
域
に
︑
境
界
と
し
て

計
七
七
対
の
オ
ボ
ー
が
び
っ
し
り
建
て
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
オ
ボ
ー
の
数
は
︑
乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
の
西
三
盟
の
盟
界
画
定
で
設
置
さ

れ
た
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
と
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
と
の
間
の
二
五
対
の
オ
ボ
ー
や
︑
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
と
の
間

の
一
二
対
の
オ
ボ
ー⑰
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
︑
そ
の
牧
地
画
定
の
精
密
さ
が
う
か
が
え
る
︒
こ
の
精
密
さ
の
背
景
に
は
︑
西
三
盟
の
盟
界
画
定

後
に
盟
界
の
不
明
確
さ
を
巡
っ
て
再
発
し
た
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
と
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
と
の
間
に
お
け
る
牧
地
紛
争⑱
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
︒
ま
た
︑
オ
ボ
ー
の
位
置
状
況
を
光
緒
三
三
︵
一
九
〇
七
︶
年
の
地
図
�
と
照
合
し
て
み
る
と
︑
一
番

六
九
番
の
オ
ボ
ー
に
つ
い
て

は
地
図
�
中
の
オ
ボ
ー
名
と
上
記
文
書
中
に
傍
線
で
示
し
た
オ
ボ
ー
設
置
地
と
が
各
々
合
致
し
て
い
る
一
方
で
︑
残
り
の
諸
オ
ボ
ー
に
つ
い
て

は
両
者
が
一
致
し
な
い
︒
こ
の
相
違
は
︑
同
治
四
︵
一
八
六
五
︶
年
に
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
左
翼
中
旗
と
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
中
末
右
旗
が

そ
れ
ま
で
の
オ
ボ
ー
を
再
設
置
し
た
こ
と⑲
と
関
連
し
て
い
る
︒

清代外モンゴルのセチェン・ハン部における盟界画定の経緯（朝魯孟格日勒）
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こ
う
し
て
︑
乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
に
お
け
る
西
三
盟
の
盟
界
画
定
に
続
き
︑
九
年
後
の
乾
隆
五
五
︵
一
七
九
〇
︶
年
に
牧
地
紛
争
処
理

を
目
的
と
し
て
︑
東
二
盟
の
中
南
部
地
域
の
盟
界
も
︑
そ
れ
ま
で
の
牧
地
の
よ
り
詳
細
な
画
定
と
オ
ボ
ー
の
設
置
と
い
う
形
で
初
め
て
画
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
︒
し
か
も
︑
こ
の
画
定
は
両
盟
に
お
け
る
紛
争
当
事
者
諸
旗
間
の
み
に
限
ら
れ
て
お
り
︑
あ
く
ま
で
牧
地
紛
争
処
理
の
た
め
で

あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
認
識
で
き
る
︒
両
盟
間
の
北
部
の
未
画
定
境
界
は
︑
こ
の
乾
隆
五
五
年
時
点
で
は
そ
れ
ま
で
の
ヘ
ン
テ
ィ
ー
山
と
チ
ェ

チ
ェ
グ
ト
・
ノ
ゴ
と
い
う
二
ヶ
所
の
ま
ま
で
あ
っ
た
も
の
の
︑
地
図
�
が
示
す
よ
う
に
︑
後
の
光
緒
三
三
︵
一
九
〇
七
︶
年
ま
で
に
は
再
分

配
・
画
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
例
え
ば
︑
ヘ
ン
テ
ィ
ー
山
を
巡
っ
て
生
じ
た
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
右
翼
左
末
旗
と
セ
チ
ェ
ン
・
ハ

ン
部
中
右
翼
後
旗
と
の
間
に
お
け
る
牧
地
紛
争
処
理
の
た
め
に
︑
同
治
四
︵
一
八
六
五
︶
年
に
ハ
ラ
・
ホ
シ
テ
ィ
ン
・
バ
ロ
ー
ン
・
ウ
ン
ド
ゥ

ル
﹇q

ar-a
q
o
situ

-y
in

b
araγu

n
ö
n
d
ü
r

﹈
・
オ
ボ
ー
︑
グ
ー
ル
ト
ゥ
イ
ン
・
ベ
ル
チ
ル
﹇g

ü
ü
rtü

-y
in

b
elčir

﹈
の
オ
ボ
ー
︑
オ
ノ
ン
河
の
源
の

オ
ボ
ー
︑
バ
ガ
・
ヘ
ン
テ
ィ
ー
山
の
オ
ボ
ー
と
い
う
計
四
つ
の
オ
ボ
ー
が
︑
両
盟
︑
旗
の
牧
地
境
界
と
し
て
最
終
的
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る⑳
︒

そ
の
オ
ボ
ー
の
位
置
を
地
図
�
で
確
認
す
る
と
︑
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
に
該
当
す
る
︒

①

Ф
.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
4
5
5
,
X
T
.
1
7
6
a-1

7
7
b
.

乾
隆
五
五
︵
一
七
九
〇
︶
年
二

月
二
〇
日
付
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
固
山
貝
子
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
︑
副
盟

長
バ
ル
ド
ル
ジ
か
ら
の
理
藩
院
︑
和
碩
親
王
ラ
ワ
ー
ン
ド
ル
ジ
︑
侍
郎
バ
ジ
ョ
ン

宛
呈
文
︒

②

Ф
.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
7
4
,
H
.
1
4
.

乾
隆
五
五
年
二
月
五
日
付
セ
チ
ェ
ン
・
ハ

ン
部
盟
長
和
碩
親
王
ゴ
ン
チ
ョ
グ
ジ
ャ
ブ
か
ら
の
御
前
行
走
固
倫
額
驸
和
碩
親
王

ラ
ワ
ー
ン
ド
ル
ジ
︑
モ
ン
ゴ
ル
衙
門
の
侍
郎
バ
ジ
ョ
ン
宛
呈
文
︒

③

ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
定
辺
左
副
将
軍
衙
門
の
内
部
に
は
︑
軍
事
衙
門
や
モ
ン
ゴ
ル
衙

門
等
が
あ
り
︑
モ
ン
ゴ
ル
衙
門
は
外
モ
ン
ゴ
ル
の
盟
や
旗
に
関
す
る
諸
事
務
を
担

っ
て
い
た
︒С

о
н
о
м
д
агв

а,
Ц
.

М
а
н
ж

и
й
н

за
хи

р
га

а
н
д

б
а
й
са

н
ү
еи

й
н

а
р

м
о

н
г
о

л
ы

н
з
а

с
а

г
з
а

х
и

р
г
а

а
н

ы
з
о

х
и

о
н

б
а

й
г
у
у
л
а

л
т

(1
6

9
1
-1

9
1

1
),

У
л
аан

б
аатар

,
1
9
6
1
,
p
.
3
1

︑Б
ү
гд

Н
ай
р
ам

д
ах

М
о
н
го
л

А
р
д

У
л
сы

н

Ш
и
н
ж
л
эх

У
х
а
а
н
ы

А
к
а
д
эм

и
тү
ү
х
и
й
н

х
ү
р
ээл

эн
,

Б
ү
гд

Н
а
й
р
а
м

д
а
х

М
о
н
го

л
А

р
д

У
лсы

н
т

ү
ү
х

д
эд

б
о
т

ь1
6
0
4
-1

9
1
7
,
У
л
аан

б
аатар

,
1
9
6
8
,
p
.

1
8
6

参
照
︒

④

乾
隆
四
八
︵
一
七
八
三
︶
年
に
庫
倫
辦
事
大
臣
︑
か
つ
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部

副

将

軍

に

任

命

さ

れ

た
︒С

о
н
о
м
д
а
гв
а,

Ц
.

М
о
н
го

л
у
л
с
ы

н
за

с
а
г,

за
хи

р
га

а
н
ы

зо
хи

о
н

б
а
й
гуула

лт
ы

н
ө
ө
р
ч
лө

лт
,

ш
и
н
эч

лэлт
(1

6
9
1
-1

9
9
7
),

У
л
аан

б
аатар

,
1
9
9
8
,
p
.
3
7
.

⑤

当
該
盟
の
盟
長
︑
参
贊
で
あ
っ
た
︒
包
桂
芹
﹃
清
代
蒙
古
官
吏
传
﹄
民
族
出
版

社
︑
一
九
九
五
年
︑
五
一
三
頁
︒

⑥

前
掲
注
①
に
同
じ
︒

⑦

岡
氏
の
前
掲
第
二
章
注
⑤
の
論
文
︒

⑧

文
書
中
に
﹁tem

d
eg
-tei

γaǰar

﹂
と
記
載
さ
れ
て
お
り
︑
こ
こ
で
は
墓
や
寺
等
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が
目
印
と
な
る
牧
地
を
意
味
し
て
い
る
︒

⑨
Ф
.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
4
5
5
,
X
T
.
1
1
7
a-1

1
7
b
.

乾
隆
五
五
︵
一
七
九
〇
︶
年
正

月
二
四
日
付
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
固
山
貝
子
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
か
ら
の

同
部
左
翼
中
旗
旗
長
多
羅
郡
王
ド
ル
ジ
ジ
ャ
ブ
︑
左
翼
右
末
旗
旗
長
オ
ル
ジ
ン
ジ

ャ
ブ
︑
左
翼
末
旗
旗
長
マ
イ
ダ
ル
ジ
ャ
ブ
︑
左
翼
中
左
旗
旗
長
ア
ジ
ャ
ラ
ら
宛
箚

文
︒

⑩

Ф
.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
4
5
5
,
X
T
.
1
1
8
b
-1
2
3
b
.

乾
隆
五
五
年
二
月
五
日
付
ト
シ

ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
か
ら
の
固
倫
額
驸
和
碩
親
王
ラ
ワ
ー

ン
ド
ル
ジ
︑
侍
郎
バ
ジ
ョ
ン
宛
呈
文
︒

⑪

前
掲
注
②
と
注
⑩
に
同
じ
︒

⑫

Ф
.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
4
5
5
,
X
T
.
1
2
4
a-1

2
6
b
.

乾
隆
五
五
年
二
月
三
日
付
ト
シ

ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
固
山
貝
子
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
か
ら
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン

部
盟
長
和
碩
親
王
ゴ
ン
チ
ョ
グ
ジ
ャ
ブ
宛
咨
文
︒

⑬

前
掲
序
注
⑨
中
の
拙
稿
二
〇
一
四

二
〇
一
五
︒

⑭

Ф
.
M
-1
8
3
,
Д
.
2
,
X
H
.
1
3
8
3
,
H
.
7
.

文
書
の
年
月
日
と
作
成
者
︑
宛
先
が
不

明
︒

⑮

前
掲
注
⑨
に
同
じ
︒

⑯

Ф
.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
4
5
5
,
X
T
.
8
9
b
-1
0
1
b
.

乾
隆
五
五
年
二
月
八
日
付
ト
シ

ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
固
山
貝
子
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
か
ら
の
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン

部
盟
長
和
碩
親
王
ゴ
ン
チ
ョ
グ
ジ
ャ
ブ
宛
咨
文
︑Ф

.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
4
5
5
,
X
T
.

1
0
2
a-1

1
6
b
.

乾
隆
五
五
年
二
月
九
日
付
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
固
山
貝
子
ス

ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
か
ら
の
額
驸
和
碩
親
王
ラ
ワ
ー
ン
ド
ル
ジ
︑
侍
郎
バ
ジ
ョ
ン
宛

呈
文
︒

⑰

Ф
.
M
-9
,
Д
.
4
,
X
H
.
2
4
3
,
H
.
2
.

乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
八
月
一
九
日
付

四
盟
の
事
務
を
受
け
持
っ
て
処
理
す
る
ハ
ル
ハ
左
翼
軍
を
管
理
す
る
副
将
軍
和
碩

親
王
チ
バ
グ
ド
ル
ジ
か
ら
の
御
前
行
走
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
ハ
ル
ハ
ト
シ

ェ
ー
ト
・
ハ
ン
の
印
務
を
代
理
し
た
副
盟
長
多
羅
郡
王
チ
バ
グ
ジ
ャ
ブ
宛
咨
文
︒

⑱

乾
隆
四
六
年
の
バ
ト
ら
に
よ
る
盟
界
画
定
の
結
果
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
左

翼
前
旗
と
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
ウ
ー
ル
ド
前
旗
と
の
オ
ボ
ー
は
境
界
地
帯
の
南
北

端
の
二
ヶ
所
の
み
に
設
置
さ
れ
て
お
り
︑
こ
の
よ
う
な
不
明
確
な
境
界
画
定
状
況

が
後
の
両
旗
の
牧
地
紛
争
の
解
決
を
難
航
さ
せ
た
一
因
と
な
っ
て
い
た
︵
前
掲
序

注
⑨
中
の
拙
稿
二
〇
一
五
︶
︒

⑲

Ф
.
M
-3
1
,
Д
.
2
,
X
H
.
2
1
3
0
,
H
.
2
7
.

同
治
四
︵
一
八
六
五
︶
年
正
月
二
三
日

付
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
中
末
右
旗
旗
長
頭
等
台
吉
ラ
ブ
ダ
ン
ド
ル
ジ
の
印
務
を
管

理
し
た
協
理
台
吉
ナ
ム
ジ
ル
ド
ル
ジ
か
ら
の
同
部
盟
長
の
印
務
を
管
理
し
た
副
盟

長
鎮
国
公
エ
ル
デ
ニ
ト
グ
ト
ー
ル
宛
呈
文
︒

⑳

Ф
.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
2
6
3
0
,
X
T
.
1
9
3
b
.

同
治
四
年
二
月
四
日
付
ト
シ
ェ
ー

ト
・
ハ
ン
部
右
翼
左
末
旗
旗
長
頭
等
台
吉
チ
ェ
レ
ン
ド
ル
ジ
︑
協
理
台
吉
か
ら
の

同
部
盟
長
の
印
務
を
管
理
し
た
旗
長
輔
国
公
殿
宛
呈
文
︑Ф

.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.

2
6
3
0
,
X
T
.
2
2
6
b
-2
2
7
a.

同
治
四
年
二
月
一
三
日
付
庫
倫
辦
事
大
臣
か
ら
の
ト
シ

ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
の
印
務
を
管
理
し
た
ワ
ン
チ
ョ
グ
チ
ャ
グ
ド
ル
ス
レ
ン
宛

箚
文
︑Ф

.
M
-9
,
Д
.
1
,
X
H
.
2
6
3
0
,
X
T
.
2
5
5
a-2

5
5
b
.

同
治
四
年
二
月
一
三
日
付

遣
わ
さ
れ
た
ボ
ヤ
ン
ボ
ル
ジ
か
ら
の
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
の
印
務
を
管
理

し
た
ワ
ン
チ
ョ
グ
チ
ャ
グ
ド
ル
ス
レ
ン
宛
呈
文
︒

結

本
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め
る
と
︑
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒
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ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
滅
亡
後
の
西
方
へ
の
牧
地
移
動
・
拡
張
時
に
お
け
る
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
不
拡
張
と
い
う
状
況
が
︑
当
時
外
モ
ン
ゴ

ル
で
広
が
っ
た
牧
地
紛
争
か
ら
当
該
盟
を
切
り
離
す
基
本
的
な
要
因
と
な
っ
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
ジ
ャ
サ
グ
ト
・
ハ
ン
部
の
牧
地
問
題
処
理
の
た

め
に
開
催
さ
れ
た
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
は
︑
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
を
利
す
る
だ
け
の
牧
地
調
整
に
止
ま
ら
ず
︑
結
果
的
に
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン

部
の
牧
地
拡
張
ま
で
も
誘
発
し
て
し
ま
っ
た
︒
こ
の
西
三
盟
に
続
く
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
の
牧
地
拡
張
は
︑
後
の
当
該
盟
と
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ

ン
部
と
の
牧
地
境
界
問
題
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
︒

当
初
︑
こ
の
東
二
盟
間
の
牧
地
拡
張
や
牧
地
衝
突
に
関
す
る
既
存
の
問
題
は
︑
乾
隆
四
五
︵
一
七
八
〇
︶
年
に
外
モ
ン
ゴ
ル
の
牧
地
問
題
・

紛
争
の
処
理
を
司
っ
た
兵
部
侍
郎
ベ
チ
ン
ゲ
に
よ
る
調
査
の
際
に
は
秘
匿
さ
れ
た
︒
従
っ
て
︑
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
滅
亡
時
の
牧
地
不
拡
張
と
い
う

名
の
下
で
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
は
西
三
盟
と
一
線
を
画
し
︑
乾
隆
四
六
︵
一
七
八
一
︶
年
の
バ
ト
ら
に
よ
る
盟
界
画
定
作
業
に
組
み
込
ま
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
に
お
け
る
牧
地
不
拡
張
や
牧
地
問
題
・
紛
争
の
隠
ぺ
い
と
い
っ
た
状
況
が
︑
セ
チ
ェ

ン
・
ハ
ン
部
を
乾
隆
四
六
年
の
盟
界
画
定
の
対
象
地
域
か
ら
の
除
外
へ
と
導
い
た
大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
︒
と
は
言
え
︑
西
三
盟
間

の
盟
界
画
定
に
伴
っ
て
︑
東
二
盟
の
盟
界
の
状
況
も
理
藩
院
へ
上
呈
さ
れ
︑
こ
れ
が
結
果
的
に
後
の
両
盟
間
の
牧
地
問
題
・
紛
争
の
発
生
に
直

結
し
た
︒
実
際
に
︑
バ
ト
ら
に
よ
る
西
三
盟
間
の
盟
界
画
定
と
同
時
に
︑
東
二
盟
内
部
で
も
盟
界
画
定
の
交
渉
は
水
面
下
で
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
︒

こ
う
し
て
や
や
遅
れ
て
始
ま
っ
た
東
二
盟
間
の
牧
地
紛
争
︑
盟
界
画
定
問
題
は
︑
当
初
の
乾
隆
四
六
年
と
同
四
七
︵
一
七
八
二
︶
年
の
両
盟

長
に
よ
る
官
員
派
遣
で
処
理
で
き
な
か
っ
た
結
果
︑
乾
隆
四
五
年
制
定
の
﹁
将
軍
・
参
贊
大
臣
・
盟
長
・
副
将
軍
辦
理
事
務
章
程
﹂
に
則
っ
て
︑

乾
隆
五
二
︵
一
七
八
七
︶
年
に
理
藩
院
へ
報
告
さ
れ
た
︒
理
藩
院
の
管
轄
下
で
再
び
両
盟
長
に
よ
る
牧
地
紛
争
の
協
議
・
処
理
が
始
ま
る
が
︑

シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
時
に
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
へ
と
取
り
込
ま
れ
た
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
の
牧
地
の
返
還
問
題
が
焦
点
と
な
り
︑
結
局
解

決
で
き
な
か
っ
た
︒
西
三
盟
間
に
お
け
る
牧
地
紛
争
の
収
束
直
後
に
始
ま
っ
た
本
牧
地
紛
争
が
︑
清
朝
政
府
に
と
っ
て
決
し
て
看
過
で
き
ぬ
存

在
で
あ
っ
た
た
め
か
︑
直
ち
に
乾
隆
五
四
︵
一
七
八
九
︶
年
に
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
の
固
倫
額
驸
ラ
ワ
ー
ン
ド
ル
ジ
と
理
藩
院
侍
郎
バ
ジ
ョ
ン
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に
よ
る
処
理
が
開
始
さ
れ
た
︒
こ
の
紛
争
当
事
者
以
外
の
盟
か
ら
の
人
物
派
遣
は
︑
牧
地
拡
張
問
題
の
再
発
に
対
す
る
清
朝
皇
帝
の
警
戒
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
か
つ
て
の
定
辺
左
副
将
軍
を
輩
出
し
た
家
柄
を
持
つ
ラ
ワ
ー
ン
ド
ル
ジ
の
起
用
か
ら
は
︑
清
朝
皇
帝
と
権
限
が
回

収
さ
れ
た
後
の
定
辺
左
副
将
軍
を
輩
出
し
た
チ
ェ
レ
ン
一
家
と
の
深
い
繫
り
や
後
者
の
政
治
的
影
響
力
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

最
終
的
に
︑
西
三
盟
と
同
様
に
︑
乾
隆
五
五
︵
一
七
九
〇
︶
年
に
上
記
二
名
の
人
物
に
よ
っ
て
東
二
盟
間
の
中
南
部
地
域
の
牧
地
境
界
が
初

め
て
画
定
さ
れ
︑
両
盟
間
の
牧
地
紛
争
は
収
束
し
た
︒
そ
の
過
程
で
主
と
し
て
シ
レ
ー
・
ノ
ー
ル
会
盟
時
の
画
定
地
域
が
再
分
配
さ
れ
︑
よ
り

詳
細
に
画
定
さ
れ
て
い
く
が
︑
結
果
的
に
こ
の
時
の
係
争
地
は
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
へ
と
返
還
さ
れ
︑
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
中
旗
と
そ
れ

に
接
す
る
セ
チ
ェ
ン
・
ハ
ン
部
右
翼
中
前
旗
︑
右
翼
中
右
旗
︑
右
翼
中
旗
と
を
除
く
諸
旗
間
に
お
け
る
新
た
な
牧
地
境
界
と
し
て
計
七
七
対
の

オ
ボ
ー
が
設
置
さ
れ
た
︒
か
く
し
て
︑
従
来
の
研
究
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
西
三
盟
の
盟
界
画
定
過
程
に
︑
本
稿
で
考
察
し
た
東
二
盟
の

盟
界
画
定
過
程
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
四
盟
の
盟
界
画
定
事
業
は
概
ね
乾
隆
五
五
年
に
よ
う
や
く
終
了
し
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
︒
ま
た
︑
東
二
盟
の
盟
界
画
定
過
程
は
西
三
盟
の
盟
界
画
定
と
ほ
ぼ
同
様
の
経
緯
を
辿
っ
て
お
り
︑
そ
の
延
長
線
上
に
形
成
さ
れ
た

も
の
だ
と
指
摘
で
き
る
︒

た
だ
︑
西
三
盟
間
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
牧
地
が
画
定
さ
れ
た
の
に
対
し
て
︑
東
二
盟
の
盟
界
画
定
は
紛
争
当
事
者
諸
旗
間
の
境
界
地
域
の

み
に
限
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
こ
の
時
の
盟
︑
旗
の
境
界
画
定
が
︑
主
と
し
て
当
時
の
外
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
お
け
る
牧
地
拡
張
・
移

動
に
よ
る
牧
地
紛
争
の
処
理
・
収
束
の
た
め
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
︑
紛
争
の
な
い
北
部
地
域
に
お
け
る
牧
地
境
界
は
画
定
さ
れ
ず
︑
全
体
と
し

て
も
初
期
段
階
に
お
け
る
牧
地
境
界
画
定
に
止
ま
っ
た
に
過
ぎ
な
い
︒
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
左
翼
前
旗
と
サ
イ
ン
・
ノ
ヤ
ン
部
ウ
ー
ル
ド
前

旗
と
の
間
の
牧
地
境
界
が
道
光
二
七
︵
一
八
四
七
︶
年
に
な
っ
て
最
終
的
に
画
定
さ
れ
た
こ
と①
と
︑
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
東
二
盟
の
盟
界
画

定
作
業
が
同
治
四
︵
一
八
六
五
︶
年
ま
で
続
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
︑
盟
旗
制
度
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
盟
や
旗
の
境
界
画
定
事
業
に

は
実
に
長
い
年
月
が
か
か
っ
て
い
て
︑
清
末
に
差
し
掛
か
る
頃
ま
で
︑
最
終
的
な
境
界
が
な
か
な
か
確
定
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
証
明
で
き
た

と
言
え
る
︒
要
す
る
に
︑
清
朝
の
安
定
的
支
配
は
さ
ほ
ど
容
易
に
は
外
モ
ン
ゴ
ル
で
確
立
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
先
行
研
究
で
し
ば

清代外モンゴルのセチェン・ハン部における盟界画定の経緯（朝魯孟格日勒）

25 (385)



し
ば
言
及
さ
れ
る
﹁
清
朝
が
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
お
け
る
盟
や
旗
の
境
界
画
定
に
よ
っ
て
完
全
な
る
分
割
支
配
を
実
施
し
て
い
た②
﹂
と
い
う
清
朝

統
治
に
お
け
る
牧
地
界
の
画
定
は
︑
外
モ
ン
ゴ
ル
地
域
で
は
清
末
の
五
〇
年
あ
ま
り
の
こ
と
に
過
ぎ
ず
︑
完
全
に
施
行
さ
れ
た
期
間
は
意
外
に

短
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
清
朝
の
外
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
お
け
る
統
治
体
制
の
実
状
に
対
す
る
再
検
討
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
︒

一
方
︑
東
二
盟
の
盟
界
画
定
に
見
ら
れ
る
当
初
の
オ
ボ
ー
の
不
設
置
は
︑
牧
地
決
定
権
の
一
端
を
有
す
る
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ン
部
盟
長
兼
中

旗
旗
長
ス
ン
ド
ゥ
ブ
ド
ル
ジ
の
境
界
決
定
へ
の
不
安
感
に
よ
る
も
の
だ
と
推
定
で
き
よ
う
︒
こ
れ
は
︑
盟
や
旗
の
境
界
線
を
明
確
に
画
定
し
て

し
ま
う
と
い
う
清
朝
の
政
策
そ
の
も
の
が
︑
広
大
な
面
積
の
草
原
を
臨
機
応
変
に
移
動
す
る
必
要
の
あ
る
外
モ
ン
ゴ
ル
の
王
公
や
遊
牧
民
に
と

っ
て
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
︑
そ
も
そ
も
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
な
遊
牧
生
活
に
適
合
し
な
い
政
策
で
あ
っ
た
と
い
う
論
点③
に

帰
結
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

①

前
掲
序
注
⑨
中
の
拙
稿
二
〇
一
五
︒

②

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
︑
﹁
大
清
帝
国
が
牧
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︑
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︑
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ダ
ヤ
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カ
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︑
大
蒙
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帝
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︑
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﹂
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編
︑
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︑
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九
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︑
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頁
︶

と
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︑
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清
朝
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統
治
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︑
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︑
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清代外モンゴルのセチェン・ハン部における盟界画定の経緯（朝魯孟格日勒）
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地図�

Ринчен, Б. 1979. Монгол ард улсын угсаатны судлал хэлний шинжлэлийн атлас,

Улаанбаатар. 第17図より
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地図� トシェート・ハン部と接したセチェン・ハン部の西部地域の牧地図

（光緒三三（一九〇七）年，http://crossasia.org/digital/mongolische-karten/ ベルリン州立図書館の

東アジア部ホームページより）



The Demarcation Process of the Border of Sečen Qan Ayimaγ in

Outer Mongolia during the Qing Period: Based on the Archives

of Pasture Conflicts

by

CHOLMONGEREL

In the Qing period, Outer Mongolia was administered under the Čiγulγan-

qosiγu system or League-banner system, and borders of various ayimaγ and

qosiγu were established, as a part of this system. The task of establishing the

borders of ayimaγ and qosiγu began in earnest in the 46th year of the reign

of Qian Long 乾隆 (1781), because the borders of the western three ayimaγ of

Outer Mongolia, ǰasaγtu Qan Ayimaγ, Sayin Noyan Ayimaγ and Tüsiyetü

Qan Ayimaγ, were demarcated in this year by Batu. Batu was delegated by

the Qian Long Emperor with the mission to settle the pasture conflicts

among these three ayimaγ, which had occurred with the westward expansion

of pastureland in Outer Mongolia after the fall of ǰegün γar, the Dzungars.

But, in the case of the eastern two ayimaγ, Sečen Qan Ayimaγ and Tüsiyetü

Qan Ayimaγ, the demarcation process of the border has not been studied

previously, and it is necessary to clarify how the border between this two

ayimaγ was demarcated in order to fully comprehend the facts of the border

demarcation policy in Outer Mongolia.

Because of this situation, this paper examines the demarcation process of

the border between Sečen Qan Ayimaγ and Tüsiyetü Qan Ayimaγ, using

historical documents preserved in the National Central Archives of

Mongolia. Specifically, I first overviewed the pastureland condition of Sečen

Qan Ayimaγ at the time of the Sirege naγur Conference, and considered the

reason that Sečen Qan Ayimaγ was not the subject of the border

demarcation in the 46th year of the Qian Long reign. Secondly, I verified the

demarcation process of the border between Sečen Qan Ayimaγ and Tüsiyetü

Qan Ayimaγ. The following results were obtained.

Although the Sirege naγur Conference was convened to settle the

pastureland problem of ǰasaγtu Qan Ayimaγ, the conference incited the

pastureland expansion of Sayin Noyan Ayimaγ as well as that of Sečen Qan
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Ayimaγ. The pastureland expansion of Sečen Qan Ayimaγ had a decisive

effect on the pasture conflict between Sečen Qan Ayimaγ and Tüsiyetü Qan

Ayimaγ. But the truth of the pastureland expansion and conflict in the

eastern two ayimaγ was kept secret from the pastureland survey conducted

by Bečingge in the 45th year of the Qian Long reign (1780). Accordingly,

under the guise of not expanding pastureland after the fall of ǰegün γar,

Sečen Qan Ayimaγ was excluded from the border demarcation of ayimaγ

conducted by Batu in the 46th year of the Qian Long reign. In other words,

the hiding of the truth about the pasture expansion and conflicts was a

major factor why Sečen Qan Ayimaγ was excluded from the border

demarcation of ayimaγ in the 46th year of the Qian Long reign.

The pastureland conflict and border demarcation of the eastern two ayimaγ

were reported to the Lifan Yuan 理藩院 in the 52th year of the Qian Long

reign (1787) because these problems had not been successfully settled by the

officials delegated by the leaders of the two leagues in the 46th and 47th

years of the reign of Qian Long (1781-1782). Finally, the pasture conflict was

settled by demarcating the border between the central southern area of the

two ayimaγ in the 55th year of the Qian Long reign (1790) by Lawangdorǰi

and Baǰung, who had been delegated by the Lifan Yuan in the 54th year of

the reign of Qian Long (1789). In the demarcation process, the border area

that had been demarcated at the Sirege naγur Conference, was redistributed

and demarcated again in detail. As a result, the disputed area was returned

to Tüsiyetü Qan Ayimaγ, and 77 pairs of Obuγ-a were set as the border

between the banners located in the central southern area of the two ayimaγ

except for the Central Banner of Tüsiyetü Qan Ayimaγ, Right-central Front

Banner, Right-central Right Banner and Right-central Banner of Sečen Qan

Ayimaγ. I have thus clarified that the four ayimaγ borders in Outer Mongolia

were basically demarcated in the 55th year of the reign of Qian Long.
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